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前橋商工会議所令和６年度ステートメント
共感・共創・共鳴で新たなチャレンジ～停滞から成長へ～

特
集

「
正
直
に 

腹
を
立
て
ず
に 

撓
ま
ず
励
め
」

 

前
橋
ゆ
か
り
の
総
理
大
臣
＂鈴
木
貫
太
郎
＂を
知
ろ
う
!!





1956年生まれ。太田市出身。慶応

大学商学部卒。

1978年群馬銀行入行。2000年深

谷上柴支店長、05年熊谷支店長、07年法人部長、09年執行役員宇

都宮支店長、11年執行役員人事部長、14年常務取締役コンプライア

ンス部長、17年専務取締役、19年取締役副頭取、22年代表取締役

会長、24年６月に退任し、群馬経済研究所理事長に就任。19年６月

から24年６月まで前橋商工会議所副会頭を務める。９月一般社団法

人グリーンウイングスGUNMA代表理事会長にも就任。

『
日に

ち
に
ち々

是こ
れ

好こ
う
じ
つ日

』

女
子
バ
レ
ー
で
地
域
貢
献
を

文：奈良のりえ

一般財団法人群馬経済研究所  理事長
一般社団法人グリーンウイングス
GUNMA代表理事  会長

　

大
学
時
代
の
思
い
出
は
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
ク

ラ
ブ
部
で
全
国
を
旅
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
卒
業

旅
行
は
友
人
と
２
人
で
１
ヶ
月
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

旅
行
。
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
澄
み
切
っ
た
青
空
と

エ
ー
ゲ
海
の
美
し
さ
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

そ
の
後
も
限
ら
れ
た
時
間
を
見
つ
け
て
国
内

旅
行
へ
出
向
く
。
鎌
倉
に
は
毎
年
、
京
都
に
は
春

と
秋
２
回
訪
れ
季
節
ご
と
の
風
情
を
楽
し
ん
で

い
る
。
今
年
は
学
生
時
代
以
来
、
利
尻
島
、
礼
文

島
に
50
年
ぶ
り
に
足
を
運
ん
だ
。

　

ま
た
長
年
の
年
月
を
か
け
百
観
音
巡
り
も
結

願
。
今
年
か
ら
は
四
国
霊
場
八
十
八
か
所
巡
り

を
始
め
た
。

　

休
日
は
旅
行
の
ほ
か
、
気
の
合
う
友
人
と
東

京
散
策
、
バ
レ
ー
観
戦
、
孫
の
と
こ
ろ
へ
出
向
く

な
ど
ア
ク
テ
ィ
ブ
。

　

群
馬
銀
行
時
代
は
お
も
に
人
事
部
で
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
創
部
か
ら
関
わ
っ
て
き
た
。「
欠

か
せ
な
い
の
は
試
合
観
戦
」と
周
知
に
力
を
注

ぐ
。

　

前
橋
商
工
会
議
所
の
副
会
頭
と
し
て
参
加
し

た
会
議
で
は
「
会
頭
と
と
も
に
前
橋
の
発
展
に

つ
い
て
真
剣
に
議
論
し
て
い
た
。
地
域
の
こ
と
を

考
え
て
い
る
凄
い
会
で
す
ね
」と
会
員
の
熱
意
に

触
れ
た
。

　

ス
ト
レ
ス
解
消
の
ひ
と
つ
は
美
味
し
い
も
の

を
食
べ
る
こ
と
。「
一
番
は
女
房
の
手
料
理
」と

照
れ
く
さ
そ
う
に
呟
く
。

　

大
切
に
し
て
い
る
言
葉
は
「
日
々
是
好
日
」。

社
会
人
に
な
っ
た
直
後
に
、鎌
倉
の
由
緒
あ
る
寺

で
の
説
法
で
こ
の
言
葉
の
意
味
を
深
く
知
っ
た
。

Ｓ
Ｖ
リ
ー
グ
に
挑
戦
す
る
グ
リ
ー
ン
ウ
イ
ン
グ

ス
Ｇ
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ａ
を
「
リ
ー
グ
で
定
着
し
、
前
橋
の

人
か
ら
愛
さ
れ
る
チ
ー
ム
に
し
た
い
」と
意
欲
を

燃
や
す
。「
チ
ー
ム
が
強
く
な
り
全
国
か
ら
フ
ァ

ン
が
前
橋
に
来
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
、地
域
に
恩

返
し
で
き
れ
ば
」。

　

経
済
研
究
所
で
の
調
査
研
究
と
バ
レ
ー
で
の

地
域
貢
献
。
2
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
堀
江
理
事
長

を
動
か
す
。

堀
ほ り

江
え

　信
の ぶ ゆ き

之
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表紙写真

今年、11月8日（金）・9日（土）の2日間前橋

中央イベント広場を中心に「MAEBASHI 

まちなか絵本パラダイス」が開催された。

人気絵本作家による読み聞かせやトー

クショー、貼り絵とぬりえなどのワーク

ショップ、さらにパンどろぼう撮影会など

多彩なプログラムが盛りだくさん。絵本作

家と触れ合えた貴重な機会に、まちは親

子連れの笑顔でいっぱいに広がった！

撮影場所：前橋中央通り

繭
まゆ
から糸を紡

つむ
いでつくられる生

きいと
糸。

たくさんの人たちが関わり、
知恵と技術で撚

よ
られて、人にやさしく、美しく、そして強い絹

きぬ
となる。

明治・大正・昭和と世界に良質な生糸
－ブランド名“マイバシ”－の生産で栄華を誇った生

い と
糸の市

まち
『前橋』

前橋商工会議所は、会員のニーズや意見をくみとり、
少しずつ太い絆に変え、紡いでいくことで
地域経済の発展と暮らしやすい県都・前橋づくりに努めていきます。

前橋商工会議所会報

題字　前橋商工会議所　会頭　金子　昌彦

セミナー・イベント・催事情報
などお届けしています

商工会議所からビジネスに
役立つ情報等を配信

https://forms.gle/
pWmMwfipY4UmHksZ7

https://maebashi-
cci.or.jp/前橋商工会議所 検索 https://www.facebook.com/

maebashicci/

Facebookもご覧ください

前橋商工会議所WEB 登録は、こちらから Facebook公式ページ

印刷過程で有害な廃液が
出ない水なし印刷方式で
印刷しています。

特 集

「正直に 腹を立てずに 撓
た ゆ

まず励め」
前橋ゆかりの総理大臣  

“鈴木貫太郎”を知ろう!!

03

MAEBASHI旬人

一般財団法人群馬経済研究所　理事長
一般社団法人グリーンウイングスGUNMA  代表理事  会長
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会議所活用DO!

前橋市経営計画実行補助金を活用して
工房増築と設備拡大、生産量アップをはかる
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知りたい!まえばしNOW!
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～前橋を絵本のまちに～
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「
正
直
に

「
正
直
に    

腹
を
立
て
ず
に

腹
を
立
て
ず
に    

撓撓た

ゆ

た

ゆ

ま
ず
励
め
」

ま
ず
励
め
」

　皆さんは、前橋にゆかりのある内閣総理大臣がいたことをご存知ですか？
　第 42代内閣総理大臣の、鈴木貫太郎です。彼は、人格形成に重要な 10代前半を前橋で過ごし
ました。その後海軍への道を歩みましたが、昭和天皇の侍従長となり、やがて内閣総理大臣に就
任。そして、あの戦争を終結に導きました。今の世界情勢を見ると、戦争は始めるのは簡単ですが、
終わらせることはなかなか難しいことがおわかりいただけると思います。鈴木貫太郎はそれを成
し遂げ、その後日本国憲法の制定にも関わり、戦後日本のスタートにも貢献しました。2024年 4
月、前橋市の有志たちの手で、前橋鈴木貫太郎顕彰会が設立されました。ここでは、彼の経歴や
功績と前橋とのつながり、そして顕彰会の活動を紹介いたします。

03 2024.12



ゆ
か
り
の
都
市

　

終
戦
時
の
内
閣
総
理
大
臣
・
鈴
木
貫
太
郎
に
は
、ゆ

か
り
の
都
市
が
三
つ
あ
る
。一
つ
目
は
出
生
地
の
大
阪

府
堺
市
、二
つ
目
が
幼
少
期
を
過
ご
し
た
群
馬
県
前
橋

市
、三
つ
目
は
本
籍
地
で
あ
り
終
焉
の
地
の
千
葉
県
野

田
市
で
あ
る
。

　

ゆ
か
り
の
地
が
三
つ
あ
る
の
は
次
の
理
由
か
ら
で

あ
る
。
鈴
木
家
は
い
ま
の
千
葉
県
野
田
市
関
宿
に
あ
っ

た
関
宿
藩
の
武
士
の
家
柄
で
あ
っ
た
。
関
宿
藩
は
和
泉

国
（
大
阪
府
）に
１
万
石
の
飛
地
を
所
有
し
、
貫
太
郎

の
父
・
由
哲
は
そ
の
代
官
で
あ
っ
た
。
貫
太
郎
は
父
の

在
任
中
の
慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）12
月
24
日
、
和
泉

国
伏
尾
（
の
ち
久
世
村
、
現
在
は
大
阪
府
堺
市
）の
関

宿
藩
の
陣
屋
で
、
由
哲
・
き
よ
夫
妻
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
た
。

　

明
治
維
新
後
の
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）、
鈴
木
家

は
関
宿
に
戻
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
た
め

に
、
父
・
由
哲
は
群
馬
県
庁
に
奉
職
し
、
同
10
年
に
前

橋
に
一
家
転
住
し
た
。
当
時
の
県
令
は
楫
取
素
彦
で
、

群
馬
県
は
教
育
県
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
貫
太
郎
は

厩
橋
学
校
（
現
前
橋
市
立
桃
井
小
学
校
）か
ら
群
馬
県

中
学
校
（
現
県
立
前
橋
高
等
学
校
）へ
進
み
、
海
軍
兵

学
校
で
学
び
軍
人
と
な
っ
た
。
貫
太
郎
は
『
自
伝
』の

中
で
、
関
宿
を
「
懐
か
し
い
故
郷
」、
前
橋
を
「
第
二

の
故
郷
」と
呼
ん
で
い
る
。

　

内
閣
総
理
大
臣
の
出
身
地
に
つ
い
て
、
政
府
の
定
義

で
は
戦
前
は
出
生
地
、戦
後
の
日
本
国
憲
法
施
行
以
降

は
選
挙
区
と
な
っ
て
い
る
。
憲
法
第
67
条
で
内
閣
総
理

大
臣
は
国
会
議
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
定
義
に
従
う
と
、

貫
太
郎
は
大
阪
府
出
身
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

海
軍
の
関
東
も
の

　
「
薩
の
海
軍
、長
の
陸
軍
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
明

治
国
家
の
政
府
や
軍
部
の
要
職
は
、徳
川
幕
府
を
倒
す

中
心
勢
力
と
な
っ
た
「
薩
長
土
肥
」（
薩
摩
藩
・
長
州

藩
・
土
佐
藩
・
肥
前
藩
）出
身
の
有
力
者
が
独
占
し
、

藩
閥
と
呼
ば
れ
た
。
と
く
に
海
軍
で
は
西
郷
従
道
・
山

本
権
兵
衛
・
大
山
巌
ら
に
代
表
さ
れ
る
薩
摩
閥
が
、陸

軍
で
は
山
形
有
朋
・
児
玉
源
太
郎
・
乃
木
希
典
ら
に

代
表
さ
れ
る
長
州
閥
が
勢
力
を
握
っ
て
い
た
。

　

貫
太
郎
は
『
自
伝
』の
中
で
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
。「
そ
の
頃
、
中
学
校
の
同
窓
や
他
の
人
た
ち
も

海
軍
に
入
る
こ
と
は
賛
成
し
な
い
。
陸
軍
は
長
州
、
海

軍
は
薩
摩
と
い
っ
た
有
様
で
、
立
身
出
世
の
余
地
が
な

い
、
第
一
、
入
れ
や
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
私
は
、

そ
ん
な
こ
と
は
あ
る
も
の
か
、い
や
し
く
も
天
下
に
公

告
し
て
募
集
す
る
以
上
、
体
力
が
強
く
学
問
が
で
き
れ

ば
入
れ
ぬ
と
い
う
こ
と
は
な
か
ろ
う
と
断
然
入
る
決

心
を
動
か
さ
な
か
っ
た
。
実
際
そ
の
当
時
は
、
関
東
地

方
の
人
た
ち
は
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
い
た
時
代
で

あ
っ
た
」。

　

貫
太
郎
は
海
軍
兵
学
校
14
期
生
で
あ
っ
た
。
入
学

し
て
み
る
と
生
徒
は
１
２
０
人
、「
関
東
も
の
」は
貫

太
郎
だ
け
で
あ
っ
た
。
翌
年
か
ら
群
馬
・
茨
城
・
埼
玉

県
な
ど
か
ら
５
人
が
入
り
、日
曜
日
は
貫
太
郎
の
下
宿

で
一
緒
に
過
ご
す
よ
う
に
な
り
、
3
年
目
に
は
10
数
人

と
な
っ
て
、「
関
東
ク
ラ
ブ
」と
周
囲
か
ら
名
づ
け
ら

れ
た
。

「
関
東
も
の
」の
出
世
頭

　

海
軍
兵
学
校
の
少
数
派
で
あ
っ
た
貫
太
郎
は
、
日

清
・
日
露
戦
争
に
従
軍
し
功
績
を
挙
げ
、
大
正
３
年

（
１
９
１
４
）に
海
軍
次
官
、
同
12
年
に
海
軍
大
将
、
同

13
年
に
第
一
艦
隊
司
令
官
兼
連
合
艦
隊
司
令
長
官
、同

14
年
に
軍
令
部
長
と
出
世
し
た
。一
見
す
る
と
順
風
な

よ
う
で
あ
る
が
、実
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

　

財た
か
ら
べ部 

彪た
け
しと
比
べ
て
み
よ
う
。
財
部
は
い
ま
の
宮
崎

県
都
城
市
出
身
。都
城
は
江
戸
時
代
に
薩
摩
藩
の
私
領

で
都
城
島
津
氏
が
治
め
て
い
た
。
財
部
の
妻
は
薩
摩
閥

を
代
表
す
る
山
本
権
兵
衛
の
長
女
・
い
ね
で
あ
っ
た
。

　

貫
太
郎
と
財
部
は
生
ま
れ
は
同
年
で
、
兵
学
校
卒

業
は
貫
太
郎
が
1
年
早
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
年
月
の

鈴
木
貫
太
郎
と
前
橋

042024.12



経
過
と
と
も
に
昇
進
が
逆
転
。
海
軍
中
将
に
な
っ
た
の

は
財
部
が
大
正
２
年
、
貫
太
郎
が
同
６
年
。
海
軍
大
将

に
な
る
の
は
財
部
が
大
正
８
年
、貫
太
郎
が
同
12
年
で

あ
っ
た
。
薩
摩
閥
外
に
あ
り
昇
進
が
遅
れ
た
貫
太
郎
は

「
わ
し
は
人
よ
り
も
進
級
の
お
く
れ
た
時
、
煩
悶
し
て

寝
ら
れ
な
か
っ
た
」と
後
に
述
べ
て
い
る
。

　

閥
外
に
あ
っ
た
貫
太
郎
が
、進
級
が
遅
れ
な
が
ら
も

出
世
し
た
の
は
、
幼
少
期
の
父
の
戒
め
を
実
践
し
た
か

ら
で
あ
っ
た
。

父
の
戒
め

　

貫
太
郎
一
家
は
明
治
10
年
に
千
葉
県
関
宿
か
ら
前

橋
へ
一
家
転
住
し
た
。
前
橋
で
は
よ
そ
者
で
あ
っ
た
。

貫
太
郎
は
『
自
伝
』の
中
で
「...

前
橋
に
は
土
着
の
士

族
が
あ
り
、
私
た
ち
が
他
藩
の
も
の
な
の
で
、
万
事
に

つ
い
て
他
所
者
扱
い
に
し
、
軽
蔑
し
て
か
ら
か
っ
た

り
、
そ
れ
ば
か
り
か
、
途
中
に
待
ち
伏
せ
て
い
て
脅
迫

が
ま
し
く
お
ど
し
た
り
、な
ぐ
る
真
似
を
し
て
喧
嘩
を

吹
っ
か
け
る
な
ど
し
ば
し
ば
だ
っ
た
が
、
父
の
戒
め
を

守
っ
て
私
は
忍
耐
し
て
、い
っ
か
な
そ
の
挑
戦
に
応
じ

な
い
、
黙
っ
て
〟
今
に
見
ろ
”と
い
う
ふ
う
に
大
き
く

か
ま
え
て
い
る
も
の
だ
か
ら
、
打
っ
て
か
か
る
こ
と
は

し
な
か
っ
た
」と
、
転
校
生
=
よ
そ
者
ゆ
え
、
イ
ジ
メ

に
遭
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。

　

で
は
父
の
戒
め
と
は
、
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
貫
太
郎
は
『
自
伝
』で
「
父
が
群
馬
県
庁

に
勤
め
て
い
た
頃
、
出
勤
の
際
に
、
私
も
学
校
へ
行
く

途
中
、
父
の
後
ろ
に
つ
い
て
一
緒
に
行
く
折
が
し
ば
し

ば
あ
っ
た
。
あ
る
街
を
歩
い
て
い
る
時
、
歩
き
な
が
ら

な
ん
の
気
な
し
に
、
父
は
私
に
い
っ
た
。〟
人
間
は
怒

る
も
の
で
は
な
い
よ
、
怒
る
の
は
自
分
の
根
性
が
た
り

な
い
か
ら
だ
、
短
気
は
損
気
と
い
う
こ
と
が
あ
る
、

怒
っ
て
す
る
こ
と
は
成
功
し
な
い
、
皆
自
分
の
損
に
な

る
ば
か
り
だ
よ
”。
な
ん
の
気
な
し
に
い
っ
た
父
の
こ

の
言
葉
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
強
く
私
の
胸
に
喰
い
込

ん
で
離
れ
な
い
の
で
あ
る
。
父
の
姿
、
そ
の
時
の
街
の

様
子
ま
で
が
あ
り
あ
り
と
私
の
頭
に
焼
き
つ
い
て
一
生

の
も
の
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
」と
述
べ
て
い
る
。

　

逆
境
の
中
で
前
橋
で
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。
海
軍
兵

学
校
で
も
海
軍
で
も
、
貫
太
郎
に
と
っ
て
そ
の
境
遇
は

同
じ
で
あ
っ
た
。
貫
太
郎
は
父
の
戒
め
を
実
践
し
た
。

弟
の
孝
雄
も
、
長
州
閥
外
な
が
ら
陸
軍
で

陸
軍
大
将
と
な
っ
た
。
兄
と
同
じ
よ
う
に

父
の
戒
め
を
実
践
し
た
か
ら
に
違
い
な
い
。

１
万
人
卒
業
生
の
出
世
頭

　

貫
太
郎
の
母
校
・
桃
井
小
学
校
は
昭
和

11
年
（
１
９
３
６
）3
月
の
卒
業
式
で
卒

業
生
１
万
人
に
達
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

貫
太
郎
は
卒
業
生
１
万
人
の
出
世
頭
で

あ
っ
た
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
羽
鳥
耕
作
校
長
は
記
念
の

教
訓
碑
を
つ
く
ろ
う
と
、
貫
太
郎
に
揮
毫

を
求
め
た
。
父
の
戒
め
を
実
践
し
海
軍
大

将
、侍
従
長
兼
枢
密
顧
問
官
に
な
っ
て
い
た
貫
太
郎
は

「
正
直
に 

腹
を
立
て
ず
に 

撓
ま
ず
励
め
」と
い
う
言
葉

を
贈
っ
た
。

　

そ
の
９
年
後
、貫
太
郎
が
昭
和
天
皇
に
懇
願
さ
れ
内

閣
総
理
大
臣
と
し
て
戦
争
を
終
結
さ
せ
た
の
も
、父
の

戒
め
を
実
践
し
続
け
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　

貫
太
郎
は
求
め
に
応
じ
、多
く
の
言
葉
を
揮
毫
し
て

い
る
が
、こ
の
言
葉
は
漢
籍
な
ど
か
ら
採
ら
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
貫
太
郎
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
救
国
の
宰

相
・
鈴
木
貫
太
郎
の
原
点
は
前
橋
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

一
般
社
団
法
人
群
馬
地
域
学
研
究
所

代
表
理
事　

手
島　

仁

（
前
橋
鈴
木
貫
太
郎
顕
彰
会
理
事
）

05 2024.12

慶応3年 下総関宿藩飛地であった和泉国（現大阪府堺市中区）
に生まれる。

明治5年 関宿（現千葉県野田市関宿町）に帰る。

明治10年 前橋に転居し、厩橋学校（現前橋市立桃井小学校）
に入学。

明治14年 群馬県中学校（現群馬県立前橋高等学校）に入学。
明治17年 攻玉社を経て海軍兵学校第 14期入学。
明治28年 日清戦争に従軍。

明治38年 第四駆逐隊司令として日露戦争の日本海海戦での勝
利に貢献。その功績により功三級金鵄勲章を受章。

大正14年 海軍軍令部長に就任。
昭和4年 侍従長となり、枢密顧問官を兼ねる。
昭和9年 陸軍特別大演習で来県。前橋市立桃井小学校を訪問。

昭和11年 二・二六事件が発生。侍従長官邸で銃撃されるも、
一命を取り止める。侍従長を辞す。男爵を授かる。

昭和12年 前橋市立桃井小学校、久留万小学校を訪問。
昭和19年 枢密院議長となる。

昭和20年
4月内閣総理大臣に就任。8月ポツダム宣言受諾、内
閣総辞職。12月枢密院議長に就任。枢密院では「日
本国憲法」を審議。

昭和21年 枢密院議長を辞任。
昭和23年 関宿の自宅にて逝去。

（『鈴木貫太郎自伝』をもとに作成）

鈴木貫太郎年譜



　

私
は
２
０
０
９
年
ご
ろ
か

ら
自
社
の
事
業
展
開
で
沖

縄
に
通
う
よ
う
に
な
り
、

地
元
の
方
か
ら
あ
の
凄
惨

な
沖
縄
戦
の
話
を
聞
い
た

り
、
戦
跡
を
巡
っ
た
り
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
自
社

の
沖
縄
の
店
舗
か
ら
見
え
る
場
所
で
、
日
米
両
軍
の

何
千
人
も
の
若
い
人
が
亡
く
な
っ
た
と
知
り
ま
し

た
。
そ
れ
ほ
ど
沖
縄
戦
は
す
さ
ま
じ
く
、
日
本
軍
の

死
に
物
狂
い
の
戦
い
で
、
ア
メ
リ
カ
軍
も
も
の
す
ご

い
恐
怖
を
持
っ
た
そ
う
で
す
。「
も
う
国
際
法
な
ん

か
関
係
な
い
。
こ
の
民
族
は
消
滅
さ
せ
な
き
ゃ
い
け

な
い
」と
い
っ
た
過
激
な
意
見
が
増
え
、
原
子
爆
弾

が
広
島
・
長
崎
に
落
と
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、
本
土
決
戦
に
な
る
前
に
、
日
本
各

地
に
原
爆
を
ど
ん
ど
ん
落
と
す
と
い
う
準
備
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
う
い
う
状
況
の
中
で
、
鈴
木
貫
太
郎
が
昭
和
天

皇
か
ら
ご
聖
断
を
賜
り
、
終
戦
に
導
い
た
。
さ
ら
に

太
郎
記
念
館
」を
訪
問
し
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
の

台
風
19
号
で
被
災
し
、
建
物
自
体
の
耐
震
不
適
格
な

ど
の
問
題
も
あ
り
休
館
中
で
、
建
て
替
え
の
計
画
が

持
ち
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。「
前
橋
鈴
木
貫
太
郎
顕

彰
会
」の
発
足
は
、
こ
の
建
て
替
え
に
協
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

戦
争
が
絡
み
、
歴
史
認
識
の
問
題
が
あ
る
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
課
題
は
あ
り
ま
す
。
で
も
、
戦
後
80
年

で
す
か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
鈴
木
貫
太
郎
の
再
評
価
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
私

た
ち
と
共
に
、
鈴
木
貫
太
郎
が
残
し
た
言
葉
「
永
遠

の
平
和
」を
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

前
橋
鈴
木
貫
太
郎
顕
彰
会
の

　
　
　
　
設
立
や
活
動
に
つ
い
て

理
事
·
事
務
局
長
　
鈴
木  

創

　

前
橋
鈴
木
貫
太
郎
顕
彰
会
は
、
腰
髙
会
長
や
副
会

長
を
は
じ
め
と
す
る
、
数
人
の
有
志
に
よ
っ
て
設
立

が
呼
び
か
け
ら
れ
、
２
０
２
３
年
夏
頃
か
ら
準
備
が

始
ま
り
ま
し
た
。
当
初
は
有
志
が
自
分
の
知
り
合
い

に
声
を
か
け
た
り
、
力
に
な
っ
て
く
れ
そ
う
な
有
識

者
に
相
談
を
し
た
り
と
、
地
道
な
声
が
け
に
始
ま
り
、

徐
々
に
仲
間
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
２
つ

の
重
要
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。一
つ
は
、
鈴
木
貫

太
郎
の
お
孫
さ
ん
で
あ
る
、
鈴
木
道
子
さ
ん
へ
の
面

会
が
叶
っ
た
こ
と
で
す
。
都
内
の
ホ
テ
ル
で
長
時
間

は
枢
密
院
議
長
と
し
て
現
行
の
日
本
国
憲
法
の
制

定
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
日
本
に
平
和
を
取
り
戻
し

た
彼
の
功
績
は
奇
跡
的
な
こ
と
で
、
彼
だ
か
ら
こ
そ

で
き
た
こ
と
で
あ
り
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ

て
も
の
す
ご
く
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
い
う
事
を

実
感
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
事
実
を
前
橋
や
群
馬
県

の
人
に
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
５
月
、
千
葉
県
野
田
市
の
「
鈴
木
貫

前
橋
ゆ
か
り
の
総
理
大
臣

　
　
　
　
鈴
木
貫
太
郎
に
つ
い
て

会
長
　
腰
髙
　
博

鈴木貫太郎の直筆が刻まれた石碑
（前橋市立桃井小学校校門前）

前
橋
鈴
木
貫
太
郎
顕
彰
会
発
足

062024.12



会
発
会
式
」を
開
催
し
ま

し
た
。
来
賓
に
は
鈴
木
道

子
さ
ん
や
鈴
木
有
野
田
市

長
、
前
橋
市
の
小
川
晶
市

長
な
ど
多
数
の
方
に
ご
出

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事

前
予
約
な
ど
を
受
け
付
け

て
い
な
か
っ
た
の
で
す

が
、２
０
０
名
以
上
の
お
客
様
に
ご
参
集
い
た
だ
き
、

関
係
者
一
同
大
変
感
激
し
ま
し
た
。
来
賓
の
皆
様
の

ご
挨
拶
や
、
手
島
仁
さ
ん
の
講
演
、
鈴
木
道
子
さ
ん

を
交
え
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
充
実
の
内
容
で
、
ご

来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
に
も
ご
満
足
い
た
だ
け
た
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
顕
彰
会
の
活
動
は
継
続
し
て
行
な
っ
て

お
り
、
現
在
は
１
０
０
名
近
い
方
が
入
会
し
て
く
だ

さ
っ
て
お
り
ま
す
。
当
会
の
活
動
目
標
は
、
鈴
木
貫

太
郎
を
主
役
と
し
た
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
実

現
」で
あ
り
、
会
の
活
動
内
容
は
、
次
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

当
会
の
現
在
の
具
体
的
な
活
動
内
容
は
下
記
の
通

り
で
す
。

 

毎
月
、
鈴
木
貫
太
郎
に
関
す
る
書
籍
の
輪
読
会
を

開
催
。

 

在
野
の
関
連
資
料
な
ど
を
収
集
・
研
究
。
来
年
、

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
発
行
予
定
。

 

ゆ
か
り
の
地
を
訪
問
す
る
旅
を
実
施
（
本
年
12
月

に
は
、
出
生
地
で
あ
る
大
阪
府
堺
市
を
訪
問
）。

　

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
活
動
を
行
う
た
め
に
、
希
望

す
る
会
員
の
方
に
は
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
具
体
的
な
作
業
等
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
の
活
動
予
定
と
し
て
、
来
年
２
０
２
５
年
に

は
、
野
田
市
鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
の
前
橋
市
で
の
出

張
展
示
企
画
や
、
昭
和
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
保
阪
正

康
先
生
の
講
演
会
な
ど
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

前
橋
鈴
木
貫
太
郎
顕
彰
会
の
活
動
は
、
平
和
に
つ

い
て
考
え
、
自
ら
の
学
び
に
な
る
と
同
時
に
、
前
橋

ゆ
か
り
の
偉
人
を
通
じ
、
前
橋
市
民
と
し
て
の
誇
り

を
感
じ
る
活
動
で
も
あ
り
ま
す
。

　

会
員
制
度
は
、
個
人
の
方
は
当
会
の
会
員
に
な
っ

て
い
た
だ
き
、
法
人
の
方

は
ヒ
ス
ト
リ
ア
前
橋
の
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー

に
な
っ
て
い
た
だ
く
制
度

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

お
気
軽
に
当
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
「『
正
直
に
腹
を
立
て
ず
撓
ま
ず
励
め
』と
い
う
言

葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
?
私
の
尊
敬
す
る
終
戦
時
の

宰
相
、
鈴
木
貫
太
郎
さ
ん
の
お
言
葉
で
す
。
最
近
顕

彰
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
君
に
も
必
要
・
貴
重
な

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
私
ど
も
が
真
面
目
に

顕
彰
会
を
立
ち
上
げ
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
を
道
子

さ
ん
は
感
じ
て
く
だ
さ
っ

た
様
で
す
。
ご
身
内
し
か

知
り
得
な
い
事
な
ど
も
お

聞
か
せ
い
た
だ
き
、
今
ま

で
本
の
中
の
歴
史
上
の
出
来
事
が
、
い
き
な
り
目
の

前
に
リ
ア
ル
に
広
が
る
様
な
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
千
葉
県
野
田
市
関
宿
に
あ
る
「
鈴

木
貫
太
郎
記
念
館
」へ
の
訪
問
で
す
。
現
在
は
台
風

の
水
害
等
で
休
館
中
（
再
建
検
討
中
）で
す
が
、
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
付
近
で
貴
重
な
品
々
を
拝
見
し
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
野
田
市
の
鈴
木
有
市
長
も
駆
け
つ
け

て
く
だ
さ
り
、
長
時
間
に
わ
た
り
、
私
ど
も
と
共
に

過
ご
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
鈴
木
家
菩

提
寺
の
実
相
寺
も
訪
問

し
、
鈴
木
貫
太
郎
の
墓
参

り
や
、
住
職
と
懇
談
の
時

間
を
も
つ
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。

　

徐
々
に
有
志
も
増
え
、

鈴
木
貫
太
郎
の
命
日
に

あ
た
る
２
０
２
４
年
４

月
17
日
、
群
馬
会
館
で

「
前
橋
鈴
木
貫
太
郎
顕
彰

理
事・事
務
局
　
石
橋
　
錦
奈

07 2024.12



『祖父・鈴木貫太郎 孫娘が見た、
終戦首相の素顔』 
鈴木道子 著
保阪正康 監修・解説
朝日新聞出版社／ 2024 年 3 月発行

顧問一覧
・名誉顧問 前橋市長 小川  晶
・顧問 三村  明夫（日本商工会議所名誉会頭）
・顧問 曽我  孝之（前橋商工会議所名誉会頭）
・顧問 金子  昌彦（前橋商工会議所会頭）
・顧問 高玉  真光（厩橋・桃井・中央小学校同窓会会長）
・顧問 都丸  正樹（群馬県立前橋高等学校同窓会長）
役員一覧
・会　長 : 腰髙  博
・副会長 : 栗木  信昌、横倉  慶一、宇井  正典
・理　事 : 手島  仁、鈴木  創、庭野  幸造、岸川  知己、
　　　　  庭野  剛治、明峯  顕周、石橋  錦奈、
　　　　  佐久間  恵理、飯塚  由理子、石川  靖、青柳  美保、
　　　　  平沢  信康、三隅  友里子、小山  勝宏、遠山  昌子、
　　　　  石原  栄一、小林  祐介、熊木  亮介、篠崎  友亮、
　　　　  堀口  哲央、天笠  美幸、野中  有理
・監　事 : 庭野  幸造 
・事務局 : 鈴木  創（事務局長）、岸川  知己（事務局次長）
　　　　  石橋  錦奈

（敬称略）

◆ 

会
の
目
的
・
活
動
内
容
な
ど 

◆

［ 

活
動
目
標 

］

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
鈴
木
貫
太
郎
翁
が
主
人
公

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

［ 

活
動
内
容 

］

野
田
市
関
宿
の
記
念
館
復
興
支
援

鈴
木
貫
太
郎
翁
の
事
績
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る 

　

・
ゆ
か
り
の
地
の
訪
問
や
関
係
者
と
の
面
会

　

・
歴
史
資
料
や
文
献
の
調
査
・
収
集
・
整
理
。

 

ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
前
橋
の
方
々
に
、
鈴
木
貫
太

郎
翁
の
事
績
を
広
め
る

　

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
情
報
発
信 

　

・ 

遺
品
や
情
報
等
の
検
索
機
能
の
充
実
・
事
績
を

紹
介
す
る
冊
子
や
動
画
な
ど
の
作
成

　

・
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

顕
彰
施
設
の
建
設

［ 
活
動
記
録 

］

　

・
鈴
木
道
子
さ
ん
訪
問
（
２
０
２
３
年
11
月
）

　

・ 

野
田
市
鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
や
菩
提
寺
実
相
寺

訪
問
（
２
０
２
４
年
２
月
）

　

・�

前
橋
市
を
通
じ
て
市
立
学

校
や
図
書
館
に
鈴
木
道
子

さ
ん
の
著
書
を
寄
贈
（
私
立

学
校
等
に
は
個
別
に
寄
贈

を
実
施
）（
４
月
）

　

・�

群
馬
県
立
前
橋
高
等
学
校
に
鈴
木
道
子
さ
ん
の

著
書
を
寄
贈
（
７
月
）

　

・�

当
会
顧
問
に
、
日
本
商
工
会
議
所
名
誉
会
頭
三

村
明
夫
様
（
前
橋
市
出
身
）が
就
任
（
10
月
）

　

・
輪
読
会
の
開
催
（
毎
月
）

　

・
会
報
の
発
行
（
季
刊
）

経
験
に
な
る
と
確
信
し
ま
す
。
も
し
良
か
っ
た
ら
入

会
し
て
ね
。」そ
う
言
っ
て
私
を
誘
っ
て
く
れ
た
の

は
、
顕
彰
会
副
会
長
の
横
倉
さ
ん
で
し
た
。
し
か
し

私
に
は
鈴
木
貫
太
郎
に
つ
い
て
の
知
識
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
日
本
に
お
け
る
歴
史
的
に
重
要
な
時
代

の
偉
大
な
首
相
で
あ
る
の
に
、
学
校
で
鈴
木
貫
太
郎

に
つ
い
て
学
ん
だ
記
憶
が
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
い

ま
私
は
顕
彰
会
の
活
動
を
通
し
て
徐
々
に
理
解
を
深

め
て
い
る
途
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
月
一
度
の
集
ま

り
を
重
ね
て
い
く
度
に
、
自
分
の
中
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。
昨
年
、
鈴
木
貫
太
郎

の
お
孫
さ
ん
、
鈴
木
道
子
さ
ん
を
訪
問
し
て
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
に
出
版
さ

れ
た
彼
女
の
著
書
『祖
父
・
鈴
木
貫
太
郎
孫
娘
が
見

た
、
終
戦
首
相
の
素
顔
』を
読
ん
だ
と
き
に
は
、
訪

問
し
た
時
の
話
の
内
容
と
リ
ン
ク
し
て
、
鈴
木
貫
太

郎
の
人
柄
が
垣
間
見
え
た
気
が
し
て
嬉
し
か
っ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

顕
彰
会
の
活
動
目
標
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で

鈴
木
貫
太
郎
が
主
人
公
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
で
す
。
そ
れ
が
達
成
す
る
ま
で
の
道
の
り
は
き
っ

と
す
ぐ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ま
で
に
、
鈴
木
貫

太
郎
の
事
績
を
も
っ
と
世
に
広
め
、
一
人
で
も
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
こ
と
が
、
前
橋
鈴
木

貫
太
郎
顕
彰
会
で
の
活
動

を
通
し
て
実
現
で
き
れ
ば

い
い
な
と
感
じ
ま
す
。

〔事務局・問い合わせ先〕 
前橋鈴木貫太郎顕彰会事務局
Web  https://kantarou-heiwa.com
Mail  kantarou.heiwa@gmail.com

・ 私共と一緒に活動をしてくださったり、ご支援をいただける方を
募集しております。ぜひご入会ください。

・ホームページ、または二次元コードからどうぞ。
・ 会員 1 口 2,000 円各イベントなどに参加可能。口数に応じて特

典があります。
・ 法人の方へ : ヒストリア前橋オフィシャルパートナーになってい

ただくことで、前橋鈴木貫太郎顕彰会への支援となります。

会 員 募 集

中央が野田市鈴木市長

082024.12
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前橋市経営計画実行補助金を活用して
工房増築と設備拡大、生産量アップをはかる

　趣味のお菓子作りから「アイシングクッキー」に出会い、その可愛らしさと魅力に惹きつけられた代表者。レッ
スンやワークショップで活動を広げ、2016年にオリジナルアイシングクッキーの製造販売をするTokimeki 
Cookiesを創業しました。2020年には国産素材とデコレーションにこだわった「トキメキドーナツ 」のキッチン
カー販売も開始。固定客も増え完売状態が続く中で、自宅の工房を拡大して設備を充実させ、生産量を増やして事
業拡大をはかりたいとの相談にみえました。
　限られた経営資源をいかに効果的に活用して持続的な経営をはかっていくか、経営計画の作成と補助金の活用
により支援を行った事例をご紹介します。

工
房
拡
大
、作
業
効
率
と

生
産
量
ア
ッ
プ
！

取組内容

　

商
工
会
議
所
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
前
橋
市
の
経
営
計
画
実
行
補
助
金
を

活
用
し
て
、
工
房
増
築
、
生
産
設
備
増
強
を
は
か
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
ま
し

た
。
本
補
助
金
を
申
請
す
る
た
め
に
は
、
向
こ
う
３
～
５
年
間
の
経
営
計
画

を
立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
商
工
会
議
所
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
事
業
の
現
状
と
課
題
、
お
客
様
が
求
め
る
も
の
な
ど
を
整
理
し
、

今
後
ど
の
よ
う
に
事
業
を
展
開
し
て
い
く
か
、
申
請
書
作
成
を
通
し
て
あ
ら

た
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
補
助
金
の
採
択
を
受
け
、
手
狭
で
あ
っ
た
作
業
場
が
広
く
な
り

作
業
効
率
と
生
産
量
の
向
上
が
は
か
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
商
品
が
売
切
れ
で

取
り
こ
ぼ
し
て
い
た
お
客
様
に
も
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
商
品

　

元
々
お
菓
子
作
り
が
趣
味
で
あ
り
、Facebook

の
広
告
で
２
０
１
４

年
に
ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
に
出
会
い
ま
し
た
。
レ
ッ
ス
ン
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
活
動
す
る
う
ち
に
、
自
分
で
ク
ッ
キ
ー
を
販
売
し
た
い

と
考
え
、
自
宅
敷
地
内
に
菓
子
製
造
の
工
房
を
作
り
、
２
０
１
６
年
11
月

にTokim
eki�Cookies

を
創
業
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
素
材
と
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
こ
だ
わ
っ
た
「
ト
キ
メ
キ
ド
ー
ナ
ツ
」を
開
発
し
、
イ
ベ
ン
ト
会

場
な
ど
で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
販
売
を
始
め
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
多
く
の
お

客
様
に
好
評
を
い
た
だ
い
た
も
の
の
、
従
業
員
を
雇
わ
ず
に
一
人
で
経
営

を
し
て
い
る
た
め
一
日
に
生
産
で
き
る
量
に
限
界
が
あ
り
、
需
要
に
生
産

量
が
追
い
付
い
て
い
な
い
現
状
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
工
房
を
広
げ
て
設
備
を
拡
大
す
れ
ば
、
も
っ
と
多
く
の
お
客
様
に
購
入

い
た
だ
け
る
の
に
！
」と
思
う
も
の
の
、
資
金
面
に
不
安
が
あ
り
、
知
り
合

い
か
ら
「
商
工
会
議
所
に
相
談
し
て
み
る
と
い
い
よ
」と
勧
め
ら
れ
た
の
が

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
の

魅
力
に
ひ
か
れ
て

きっかけ・
課題
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前橋商工会議所　産業政策部　Tel．027-234-5100お問合せ

　前橋商工会議所では、補助金の相談に限らず様々な経営相談等も承っておりま

す。今回のケースは、お客様を獲得できる機会はあったものの、設備・機材等の

問題により、チャンスを逃していたという点を課題として掲げました。その問題

を解決するために前橋市経営計画実行補助金を活用し、定期的にフォローアップ

を行っております。事業者の課題や目的によって活用できる補助金等も異なり

ます。まずは、相談いただくことで気付きや、新たな視点が生まれることもあり

ます。地域の “ かかりつけ医 ” である当所をぜひご利用ください。

地域の“かかりつけ医”としてご利用ください 産業政策部　主事
糸井　達哉

担当者の声

　

本
補
助
金
の
活
用
の
効
果
も
あ
り
、
定
期
的
に
お
買
い
求
め
い
た
だ
く

リ
ピ
ー
タ
ー
やInstagram

の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
も
着
実
に
増
え
て
い
る
と
実

感
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
い
ち
早
く
届
け
、
お
客

様
に
満
足
い
た
だ
け
る
商
品
を
提
供
し
続
け
た
い
。
そ
し
て
、
新
し
い
商
品

開
発
を
行
い
、
新
規
の
顧
客
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
時
代
の
流
行
に
目
を
向
け
る
顧
客
の
視
点
が
肝
心
で
あ
り
、

今
後
も
様
々
な
ツ
ー
ル
で
情
報
収
集
を
行
い
、
商
工
会
議
所
の
支
援
を
タ

イ
ム
リ
ー
に
活
用
し
な
が
ら
、
売
上
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 時

代
の
流
行
に
目
を
向
け
販
路
拡
大

結果・今後

TOKIMEKI COOKIES

事 業 所 紹 介

食品部会 No.92054

原田代表

● 代  表  者　原田　知佳

● 住  　  所　群馬県前橋市天川大島町3-6-11

● 事業概要　菓子製造業
● T   E   L　090-1669-9743

● 定  休  日　不定期
● 営業時間　10:00～16:00

　キッチンカーで 県内全 域の駅
前や商業施設などに出店していま
す。商品はデコレーションドーナツ
に加え工房でパッケージングした
焼きドーナツもキッチンカーで販
売しております。販促は主にSNS
を利用して情報をタイムリーに配
信しております。

糸井主事

● U  R   L　https://www.instagram.com/tokimekicookies/

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
増
や
す
こ
と
が
で
き
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
さ
ら
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

11 2024.12

群馬県前橋市天川大島町 1248
TEL：027-261-0216　FAX：027-261-0254



　
「M

A
EB
A
SH
I

ま
ち
な
か
絵
本
パ
ラ
ダ

イ
ス
」は
、中
心
市
街
地
の
絵
本
専
門
店
「
本

の
家
２
」が
開
店
３
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
絵
本
作
家
の
サ
イ
ン
会
を
企
画
し
て
い

た
際
に
、「
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
も
楽

し
め
る
絵
本
の
イ
ベ
ン
ト
を
ま
ち
全
体
で
実

施
し
、
ま
ち
が
に
ぎ
や
か
に
な
れ
ば
」と
の

願
い
が
膨
ら
み
、
多
く
の
地
元
事
業
者
や
個

人
の
賛
同
を
得
て
、
実
施
さ
れ
た
。

子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
る

絵
本
の
イ
ベ
ン
ト

　

イ
ベ
ン
ト
は
11
月
８
日
金
曜
日
の
夜
に
始

ま
り
、
普
段
は
絵
本
に
触
れ
る
機
会
が
少
な

い
大
人
も
楽
し
め
る
内
容
を
企
画
し
た
。

ゆ
っ
く
り
と
本
を
楽
し
め
る
場
や
ハ
ー
ブ
＆

チ
ェ
ロ
に
よ
る
音
楽
と
朗
読
、
よ
み
が
た
り

な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
設
け
ら
れ
、
お
酒
を
片
手

に
新
し
い
体
験
が
で
き
た
。

　

翌
９
日
土
曜
日
に
は
、
家
族
連
れ
が
た
く

さ
ん
参
加
さ
れ
、『
お
お
き
な
お
さ
ら
』の
あ

さ
の
ま
す
み
さ
ん
、『
い
た
だ
き
バ
ス
シ
リ
ー

ズ
』の
藤
本
と
も
ひ
こ
さ
ん
、『
だ
れ
の
パ
ン

ツ
？
』の
シ
ゲ
リ
カ
ツ
ヒ
コ
さ
ん
、『
も
い
も

い
』の
市
原
淳
さ
ん
、『
い
か
あ
げ
た
こ
あ

げ
』の
高
畠
じ
ゅ
ん
子
さ
ん
な
ど
人
気
絵
本

作
家
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
や
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、「
パ
ン
ど
ろ
ぼ

う
撮
影
会
」な

ど
が
行
わ
れ

た
。
絵
本
作
家

と
触
れ
合
え
る

貴
重
な
機
会

に
、
来
場
者
は

終
始
笑
顔
で
溢

れ
て
い
た
。

「MAEBASHIまちなか絵本パラダイス」
～前橋を絵本のまちに～

　今年、11月8日（金 ）・9日（土 ）の2日間前橋中央イベント広場を中心に「MAEBASHI まちなか絵
本パラダイス 」が開催されました。このイベントをきっかけに、前橋のまちなかが絵本でいっぱいにな
ればとの想いから本イベントが実現し、多くの方がまちに訪れました。
　今後の展開に期待が高まる中、「MAEBASHIまちなか絵本パラダイス 」についてご紹介します。

122024.12



TOPICS

BO
O

KFES

と
連
携
し
、

毎
年
続
く
絵
本
イ
ベ
ン
ト
へ

　

さ
ら
に
、
前
橋
の
ま
ち
な
か
で
は
10
月
に

２
年
ぶ
り
に
「B

O
O
K
FES

」が
開
催
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
は
「BO

O
K
FES

」が

開
催
さ
れ
な
い
年
に
「
ま
ち
な
か
絵
本
パ
ラ

ダ
イ
ス
」を
実
施
し
、
秋
に
恒
例
の
「
本
イ

ベ
ン
ト
」と
し
て
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

す
で
に
、
次
回
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
絵
本
作

家
・
谷
口
智
則
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン

テ
ィ
ン
グ
や
そ
の

ほ
か
に
も
楽
し
い

企
画
を
計
画
中
。

「
本
の
ま
ち
前

橋
」
と
し
て
、
幅

広
い
世
代
が
楽
し

め
る
絵
本
の
イ
ベ

ン
ト
と
な
る
よ

う
、
地
元
の
商
店

と
も
連
携
し
、
前

橋
を
訪
れ
る
き
っ

か
け
づ
く
り
と
な

る
よ
う
な
仕
掛
け

づ
く
り
が
期
待
さ

れ
る
。

日時●12月21日（土）
　　　午後1時30分～
会場●前橋市千代田町2-7-25
お問合せ●Tel.027-212-7273
定休日●日曜、月曜、祝日

【クリスマスバージョンの読み聞かせ】のお知らせ
「本の家2」から

　

今
回
は
、親
子
で
楽
し
め
る
絵
本
の
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
こ
と
で
、店
の
前
に
は
絵
本
を
テ
ー

マ
に
し
た
お
も
ち
ゃ
を
中
心
に
レ
イ
ア
ウ
ト
を
工
夫
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
多
く
の
家
族
連

れ
が
お
店
に
訪
れ
、
中
に
は
初
め
て
来
店
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
店

内
は
、
親
子
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
売
上
に
も
つ
な
が
り
ま
し

た
。
通
り
に
も
、
親
子
連
れ
が
た
く
さ
ん
歩
い
て
お
り
、
ま
ち
全
体
が
と

て
も
良
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
来
年
は
、
ぜ
ひ
一
緒
に
絵
本

の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。無　料

お楽しみに！

お店情報を
check！

　

本
の
イ
ベ
ン
ト
、し
か
も
絵
本
の
イ
ベ
ン
ト
っ

て
、珍
し
い
と
思
い
子
ど
も
と
一
緒
に
ま
ち
へ
出

か
け
ま
し
た
。ま
ち
な
か
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
て
お

り
、子
ど
も
と
参
加
し
ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
な
色

を
使
っ
て
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
り
、子
ど
も
の
生

き
生
き
と
し
た
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
と
て

も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

普
段
は
子
ど
も
が
寝
る
前
に
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
し
て
い
ま
す
が
、イ
ベ
ン
ト
で
は
音
楽
と

一
緒
の
読
み
聞
か
せ
も
あ

り
、
私
に
と
っ
て
も
と
て
も

贅
沢
な
時
間
を
堪
能
す
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
遊
び
に
来
た
方
の
声

黒
田
人
形
店   

黒
田 

桂
子 

さ
ん

13 2024.12

http://www.ebara-honke.jp

江原本家グループ



　

勝
山
家
の
分
家
で
、
藩
営
前
橋
製
糸
所

を
引
き
継
い
だ
勝
山
宗
三
郎
は
、「
金き
ん

橘た
ち
ば
な」の
商
標
で
直
輸
出
を
行
っ
た
。

　

星
野
長
太
郎
、
か
く
夫
妻
の
長
男
・
元

治
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
明
治
学
院
に
学

び
、
島
崎
藤
村
が
同
級
生
で
あ
っ
た
。
元

治
は
大
正
８
年
（
１
９
１
９
）に
県
会
議

員
に
当
選
し
連
続
５
期
務
め
た
。
同
13

年
か
ら
勢
多
郡
新
里
村
出
身
の
青
木
精

一
（
立
憲
政
友
会
）が
衆
議
院
議
員
に
当

選
す
る
と
、
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）年

に
県
会
議
員
に
当
選
し
た
勝
山
益
太
郎

と
と
も
に
青
木
を
支
え
た
。

　

勝
山
益
太
郎
は
「
船ふ
な

成な
り

金き
ん

」と
言
わ
れ

た
内う

田ち
だ

信の
ぶ

也や

と
親
し
か
っ
た
。
内
田
は
茨

城
県
出
身
で
、
立
憲
政
友
会
公
認
で
衆
議

院
議
員
に
な
っ
た
。
益
太
郎
と
の
関
係
で

蚕
糸
界
の
リ
ー
ダ
ー
星
野
長
太
郎

　

前
橋
市
の
勝
山
家
は
、
そ
の
人
脈
も
華

や
か
で
あ
っ
た
。
勝
山
本
家
の
源
三
郎

の
姉
・
か
く
は
、
勢
多
郡
水
沼
村
（
桐
生

市
黒
保
根
町
）の
星
野
長
太
郎
と
結
婚
し

た
。
長
太
郎
・
か
く
夫
妻
は
、
明
治
３
年

（
１
８
７
０
）に
日
本
で
最
初
に
創
業
し

た
西
洋
式
器
械
製
糸
の
藩
営
前
橋
製
糸

所
に
伝
習
に
来
て
、
水
沼
製
糸
所
を
開
い

た
。
同
製
糸
所
は
官
営
の
富
岡
製
糸
場

に
対
し
民
間
の
模
範
工
場
と
し
て
知
ら

れ
、
北
海
道
の
開
拓
使
か
ら
も
伝
習
生
が

や
っ
て
来
た
。

　

長
太
郎
は
、
殖
産
興
業
を
進
め
た
河
瀬

秀
治
・
楫
取
素
彦
の
両
県
令
に
認
め
ら

れ
、
生
糸
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
直
輸
出
の
た

め
、
実
弟
の
新
井
領
一
郎
を
派
遣
し
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
支
店
を
構
え
さ
せ
た
。

青
木
は
内
田
の
子
分
と
な
り
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
で
清
貧
を
身
上
と
す
る
青
木
の

選
挙
資
金
は
、
実
は
内
田
が
面
倒
を
見

た
。

　

昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）11
月
、
群
馬

県
を
中
心
に
陸
軍
特
別
大
演
習
と
県
内

行
幸
が
行
わ
れ
た
。
当
時
は
岡
田
啓
介
内

専
門
家
の
引
き
出
し

手
島
仁
の
前
橋
学
講
座

連 載 企 画

～
歴
史
×
ビ
ジ
ネ
ス
×
ま
ち
づ
く
り
～

第
33
回

前
橋
・
勝
山
家
（
５
）

過去の
掲載記事は
こちら

衆
議
院
議
員
・
青
木
精
一

前列左より２人目青木精一、３人目床次竹二郎、４人目犬養毅、
５人目中島知久平。後列左から６人目星野元治

142024.12

【 〒371-0801  前橋市文京町2-9-19   TEL（027）260-8111  FAX（027）260-8122 】

人事・労務の専門家　信頼できるビジネスパートナー

社会保険労務士法人



閣
で
、
内
田
信
也
は
鉄
道
大
臣
、
青
木
精

一
は
逓
信
政
務
次
官
で
あ
っ
た
。
昭
和
天

皇
と
共
に
総
理
以
下
の
閣
員
や
次
官
も

来
県
し
た
。
青
木
の
系
列
県
議
の
星
野
元

治
、
中
澤
直
次
（
勢
多
郡
荒
砥
村
）、
勝

山
益
太
郎
ら
青
木
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て

は
絶
頂
期
で
あ
っ
た
。

　

川
越
藩
の
剣
術
指
南
役
に
大
川
平
兵

衛
が
い
た
。
平
兵
衛
は
出
稽
古
で
、
尾
高

惇
忠
や
渋
沢
栄
一
ら
に
も
教
え
た
。
藩

主
・
松
平
直
克
が
川
越
か
ら
前
橋
に
帰

城
す
る
と
、
大
川
平
兵
衛
一
家
も
転
居

し
、
勝
山
家
の
世
話
に
な
っ
た
。

　

平
兵
衛
の
孫
が
渋
沢
栄
一
の
女
婿
で

あ
る
大
川
平
三
郎
で
「
製
紙
王
」と
い
わ

れ
た
。
弟
の
田
中
栄
八
郎
と
と
も
に
、
多

数
の
企
業
を
傘
下
に
納
め
、
大
川
財
閥
を

形
成
し
た
。

　

大
川
は
群
馬
県
内
に
も
、
大
正
14
年
に

片
品
川
に
発
電
所
を
建
設
し
て
上
毛
電

力
株
式
会
社
を
創
設
し
た
。

　

勢
多
郡
粕
川
村
新
屋
（
前
橋
市
）に
地

主
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
田
島
丑
太
郎

は
、
早
稲
田
大
学
の
学
生
時
代
に
、「
陸

の
孤
島
」と
呼
ば
れ
て
い
た
赤
城
山
南

麓
に
鉄
道
を
敷
設
す
る
こ
と
を
構
想
し
、

「
勢
多
郡
下
の
交
通
に
於
け
る
軽
便
鉄
道

の
敷
設
に
関
す
る
専
門
的
考
察
」と
い

う
論
文
を
書
い
た
。
田
島
は
上
毛
新
聞

社
長
で
早
稲
田
の
大
先
輩
に
あ
た
る
篠

原
秀
吉
に
相
談
。
ち
ょ
う
ど
、
前
橋
市
長

木
村
二
郎
と
同
市
の
実
業
家
や
勢
多
郡

の
大
地
主
ら
を
中
心
に
前
橋
―
桐
生
間

に
鉄
道
を
敷
設
す
る
計
画
が
あ
り
、
篠
原

の
斡
旋
で
田
島
も
こ
れ
に
参
加
し
、
大
正

11
年
（
１
９
２
２
）「
東
毛
電
気
軌
道
株

式
会
社
」が
発
足
し
た
。

　

い
っ
ぽ
う
で
、
大
正
８
年
に
安
田
財
閥

系
の
資
本
が
、
横
浜
市
の
京
浜
電
気
鉄
道

な
ど
に
電
力
を
供
給
す
る
た
め
に
群
馬

電
力
株
式
会
社
を
創
設
し
た
。
同
社
が

中
心
と
な
り
同
10
年
に
県
内
の
各
都
市

と
埼
玉
県
の
本
庄
を
結
ぶ
鉄
道
敷
設
計

画
を
構
想
す
る
「
上
毛
電
気
鉄
道
株
式

会
社
」を
設
立
し
た
。

　

二
つ
の
会
社
の
鉄
道
敷
設
計
画
が
競

願
す
る
こ
と
を
懸
念
し
、
木
村
前
橋
市
長

は
両
社
の
妥
協
を
進
言
し
、
東
毛
電
気
軌

道
株
式
会
社
の
発
起
人
は
上
毛
電
気
鉄

道
株
式
会
社
に
合
流
し
た
。
上
毛
電
気

鉄
道
は
事
務
所
を
勝
山
益
太
郎
家
の
二

階
に
置
き
、
株
式
の
募
集
を
始
め
た
が
、

第
１
次
世
界
大
戦
後
の
恐
慌
の
影
響
で
、

資
本
金
４
０
０
万
円
を
地
元
で
集
め
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
旧
七
日
市
藩
主
で
子
爵
、
貴

族
院
議
員
の
前
田
利
定
が
逓
信
大
臣
を

つ
と
め
て
い
た
の
で
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

大
川
平
三
郎
を
社
長
に
迎
え
る
こ
と
に

な
り
、
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）、
昭
和

天
皇
の
御
大
典
に
あ
わ
せ
中
央
前
橋
―

西
桐
生
間
が
開
通
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
に
も
勝
山
益
太
郎
の
力

が
働
い
て
い
た
。
大
川
平
三
郎
を
説
得

し
た
の
は
益
太
郎
で
あ
っ
た
。
大
川
は

「
地
方
鉄
道
は
嫌
だ
が
、
勝
山
家
に
は
三

代
に
わ
た
り
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

何
か
恩
返
し
を
し
な
け
れ
ば
」と
、
最
高

の
１
万
株
を
引
受
け
た
。

　

大
川
の
誘
い
で
東
京
の
実
業
家
の
協

力
も
得
ら
れ
た
。
大
川
が
社
長
、
弟
の
田

中
栄
八
郎
が
副
社
長
、
勝
山
益
太
郎
は
取

締
役
に
就
任
し
た
。
な
お
、
大
川
の
勧
め

で
専
務
取
締
役
と
な
っ
た
五
十
嵐
小
十

郎
（
日
本
レ
ー
ル
株
式
会
社
創
業
者
）

は
、
そ
の
後
、
３
代
社
長
に
就
任
す
る

が
、
推
理
作
家
・
夏
樹
静
子
の
父
で
あ
っ

た
。

製
紙
王
・
大
川
平
三
郎

上
毛
電
気
鉄
道
の
開
業

勝
山
益
太
郎
の
説
得

15 2024.12

がん診断共済金

50万円
(4口加入の場合　200万円 )

がん診断共済金で治療の選択肢を広げ、
高額出費への不安を解消。

がん治療 ( 手術・放射線治療・抗がん剤治療 )

月額14万円を最大60回保障
(4口加入の場合　月額56万円 )

治療月保障やホルモン剤治療共済金で
治療の長期化に対する不安に備える。

（前橋支店 ）☎ 254ー2755
新登場

Ⅰ型
1口

1,500円

Ⅱ型
1口

2,000円
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❸もし、違反した場合…悪質な場合は、社名公表へ！
・ご本人への通知
・個人情報保護員会への報告

罰則 個人 法人

措置命令違反 １年以下の懲役または
100万円以下の罰金 １億円以下の罰金

報告義務違反 50万円以下の罰金 50万円以下の罰金
（変更なし）

個人情報
データベース等の
不正流用

１年以下の懲役または
50万以下の罰金
（変更なし）

１億円以下の罰金

❶個人情報が漏えい、またはその恐れが発生した場合…

義務化！

・ 報告書作成には専門知識が必要。通常の社員での作成は不可能。
   専門家へ依頼せざるを得ません。
・ 調査費用は、１台約100万円。感染端末が多いほど調査費用は膨大に！

❷報告は「速報（概ね３～５日以内）」と
　「確報（30日以内）」の２段階が必要。

設置・設定 ヘルプデスク リモート保守

オンサイト保守 監視サービス 定期レポート

社内のセキュリティ対策は出来ていますか？
改正個人情報保護法により個人情報の漏えいが発生した際に報告の義務が生じます。

これにより企業は新たな対策が必要となります。

万が一、社内の端末がウィルスに感染しても外に出さない、悪意のあるサイトへの
接続をブロックするなど、UTMはインターネットの出入口対策として有効です。
安心してお使いいただくためのワンストップサポートを提供します。

セキュリティ対策は、まずUTMをお勧めします！

〒371-0023　前橋市本町2-11-2　富士オートビル6Ｆ　TEL:027-220-5022（代）　 担当：安田
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群

馬

銀

行

足

利

銀

行

み

ず

ほ

銀

行

横

浜

銀

行

り

そ

な

銀

行

第
四
北
越
銀
行

三
井
住
友
信
託
銀
行

三
井
住
友
銀
行

み
ず
ほ
信
託
銀
行

東

和

銀

行

栃

木

銀

行

大

光

銀

行

商
工
組
合
中
央
金
庫

し
の
の
め
信
用
金
庫

高
崎
信
用
金
庫

農
林
中
央
金
庫

ア
イ
オ
ー
信
用
金
庫

桐
生
信
用
金
庫

前 橋 銀 行 会 深 井 彰 彦会　 長
一般社団法人群馬県銀行協会

●電話番号 027-255-2586
●FAX番号 027-280-3402

公益財団法人 産業雇用安定センターきっとみつかる
いい人・いい仕事 群馬事務所 無料職業紹介事業許可番号

13-ム-030002

「企業」と「人材」を結ぶエキスパート!!
1987年（昭和62年）「失業なき労働移動」を支援する公的機関として設立。以来30余年に亘り、25万人におよぶ再就職・出向支援など労働移動をサポート!!

産雇センター
HP

〒371-0844 群馬県前橋市古市町一丁目50番1号 吉野屋ビル３階
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INFORMATION

令和６年度　第76回前橋まつり 寄付御礼
　去る10月12日（土）、13日（日）の２日間にわたり、前橋まつりを開催いたしました。期間中は、天候にも恵まれ市民の笑顔に溢れ
たお祭りとなりました。これも偏に多くの企業や団体、市民の皆様のご理解、ご協力とご寄付の賜物であり心より御礼を申し上げます。
ありがとうございました!
〈寄付企業一覧〉
㈱愛美堂 蔵前産業㈱ ㈱総合PR 本町二丁目自治会
あかぎ信用組合 ぐんま共済（協組） ㈱ソーラーエコ ㈱マエダスタジオ
アクサ生命保険㈱群馬支社前橋営業所 ㈱群馬銀行 大弘堂㈱ 前橋機械金属工業組合
浅香運輸㈱ （一社）群馬県銀行協会 ㈱太陽運輸 前橋市子ども会育成団体連絡協議会
朝日印刷工業㈱ 群馬県信用保証協会 高崎信用金庫前橋支店 ㈱まえばしCITYエフエム
アサヒライズ㈱ 群馬中央バス㈱ ㈲高橋ガーデン 前橋市農業協同組合
㈱アマネックス 群馬テレビ㈱ 税理士法人田子会計事務所 （協組）前橋生鮮食料品総合卸売市場
㈱アミックカーライフ 群馬土地㈱ ㈱田島屋商店 ㈱前橋大気堂
㈱アリギス 群馬トヨペット㈱ 立石諏訪会 前橋だんべえ踊り協会
学校法人有坂中央学園 群馬日産自動車㈱ 立見建設㈱ （協組）前橋問屋センター
ALSOK群馬㈱ 群馬ビーエス㈱ 田中鑿泉重工㈱ 増田煉瓦㈱
㈱五十嵐工具店 群馬日野自動車㈱ ㈱旅がらす本舗清月堂 ㈱亦野建築設計事務所
池下工業㈱ 群馬ビル㈱ ㈲中央電機商会 マチダコーポレーション㈱
㈱いけはた ぐんまみらい信用組合総社支店 ㈱津端 マチダホールディングス㈱
㈱石井設計 群馬ヤクルト販売㈱ ㈱東亜不動産 ㈲マメゼン商店
㈲石川不動産鑑定士事務所 ケービックス㈱ 東京海上日動火災保険㈱群馬支店 ㈱丸栄産業
社会保険労務士法人板垣労務管理事務所 医療法人健英会 東朋産業㈱ ㈱丸進建築設計事務所
㈱一条工務店群馬 ㈱コイデ ㈱東和銀行 丸登製糸㈱
稲村建設㈱ 紅勇連 ㈱徳永 丸山法律事務所
今井前橋資源㈲ ㈱幸和興業 ㈱トマル ㈱三貴総業
鵜川興業㈱ ㈲ココア ㈱トムコ ㈱水本園
㈲エイ・エフ・エス ㈱コシダカホールディングス ㈱登利平 三田　明子
NSKステアリングシステムズ㈱ 小林工業㈱ 永井運輸㈱ 嶺工機㈱
NTT東日本群馬支店 ㈲小林タイヤサービス ㈱永井組 ㈱三橋塗装店
㈱NBK ㈱幸煎餅 中嶋塗装工事㈱ 三原工業㈱
㈱エフエム群馬 ㈱佐々木 ㈲中村組 ㈱みまつ食品
㈱エム・クラスター 佐田建設㈱ 中屋商事㈱ ㈱みやぎや
㈱オウギ工設 佐藤昌義税理士事務所 ㈱ナベリフォーム 宮下工業㈱
大沢設備㈱ ㈱三進 ㈱西建 村上産業㈱
㈱オオタヤ ㈲三翠楼松し満 日進工測設計㈱ 明治安田生命保険（相）
㈲おおとね花ショップ 三陽技術コンサルタンツ㈱ ㈱ヌクイ ㈱メモリード
㈱オオトリ サンヨー食品㈱ ㈱ハーモウ ㈲モモヤ
㈱岡野機械 ㈱サンワ ㈲芳賀建板 モリタ印刷工業㈱
小野里工業㈱ ㈱ジーシーシー 萩原設備㈱ 税理士法人やちよ経営
小野里電気㈱ ㈱JTB群馬支店 ㈱パズール 山真㈱
鹿島建設㈱ ㈱SHITARA ㈱初谷建設 ㈱山田工務所
㈱勝山工務所 七海不動産㈱ 平出紙業㈱ ㈱ヤマト
㈱桂機械製作所 しののめ信用金庫 平方木材㈱ ㈱ヤマニ熱工業
門倉テクノ㈱ 渋沢テクノ建設㈱ ㈱ヒロタ ㈱ユニバースサイン
門倉電機㈱ ㈱シャープドキュメント富士 ㈱ファミリーパートナーズ （福)陽光会
金井興業㈱ 昭和造園土木㈱ 福島産業㈱ ㈱吉田鉄工所
カネコ種苗㈱ ㈱JOETSU ㈱藤生製作所 ㈱ライフデザイン
環境技研工業㈱ ㈱上州ミート 富士工営㈱ ラフィーネ平田
環境システム㈱ 上毎印刷工業㈱ ㈱フジサワ ㈱理工技術
㈱関東高圧容器製作所 上毛資源㈱ 富士スバル㈱ ㈲リョウモウ
関東信越税理士会前橋支部 ㈱上毛新聞社 降旗　三代子 リンクスペース㈱
関東精機㈱ 上毛電業㈱ ㈱フレッセイ ㈱レストランスワン
菊川工業㈱ ㈱ジンズホールディングス ㈱平成フーズ ㈱YFKジャパン
㈲木暮総業 ㈱スズラン ㈱邦堂 和佐田幸子司法書士事務所
技研コンサル㈱ 医療法人誠歯会 ㈱北栄
北群馬信用金庫前橋支店 西毛印刷㈱ 星野総合商事㈱
協和商工㈱ ㈱セレスポ ㈱北関スクリーン
㈱クボタ ㈱セントラルサービス ㈱ホンダカーズ群馬 ＊五十音順　敬称略
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企業の健康は社員の健康から！
－令和６年度 前橋商工会議所『ポエム健診』のご案内－

　社員の健康は企業の健康につながります。安心して働ける環
境は、従業員の満足度を高め、企業イメージを向上させる重要
な要素です。
　当所の健康診断プログラムを通じて、企業価値をさらに高め、
従業員が長く安心して働ける職場づくりを実現しませんか？

実施期間　令和７年１月６日(月)～３月28日（金）
　　　　　※土日祝日は除く
	 ※	実施・申込期間は病院により異なります。詳しくは今

月号同封のパンフレットもしくは当所ウェブサイトを
ご覧ください

健診会場　・群馬中央病院　・群馬県済生会前橋病院
　　　　　・関越中央病院　・群馬県立心臓血管センター

健診基本コース 	※料金は全て税込み

コース 健診内容
一般料金
(参考)

会員特別料金
ポエム共済
加入者料金

Aコース 定期健康診断 10,500円 9,500円 8,500円

Bコース 一般健康診断 24,200円 22,500円 21,500円

Cコース １日人間ドッグ 42,000円 39,500円 38,500円

※	群馬県立心臓血管センターのCコース(会員特別料金)は40,600
円となります
※	当所生命共済（ポエム共済）に１年以上ご加入の方は、健診料が一
部補助されます。ポエム共済については、右下の二次元バーコー
ドをご覧ください
☆	各健診機関とも豊富なオプションが選択できます。詳しくは、今月
号同封のパンフレットもしくは当所ウェブサイトをご覧ください

お申込み　
　当所ウェブサイトから申込書を取得していただき、必要事項を
入力のうえ、メールまたはファックスにてお申込みください。
Mail.	kenshin@maebashi-cci.or.jp
Fax.	027-234-8031

お問合せ　前橋商工会議所　総務部
　　　　　Tel.	027-234-5111　Fax.	027-234-8031

　去る10月25日（金）、専門・文化部会（中島利郎部会長）主管
による視察研修会を10社13名の会員様ご参加のもと実施いた
しました。
　主な視察先である新潟県長岡市のスマートアグリ長岡では、指
定管理者のあぐらって長岡共同企業体の
方から施設概要とスマート農業機器につ
いて座学を受けた後、次世代園芸施設内
の見学とラジコン草刈り機や農業用ドロ
ーンの操作を体験しました。
　また、南魚沼市の越後一の禅寺「雲
洞庵」を訪問し、日本の伝統文化や禅
の精神に触れました。最新技術と文化
の双方について理解を深められ、参加
者の皆様からは、視野が広がる有意義
な研修となったとの声も聞かれました。

専門・文化部会主管視察研修会
の実施報告

　創業をお考えの方、創業間のない方を対象に創業スクールを
開催します。
　創業スクールでは、創業の心構えと必要な手続きや会計・税
務の基礎知識、売れるマーケットの見つけ方、資金・事業計画
の作り方などの実践知識を短時間で集中的に学べます。講師の
経験談や事例を交えながらご説明いたします。
　なお、詳細は当所ウェブサイト（http://www.maebashi-cci.
or.jp/）をご覧ください。

日　程 　令和７年１月20日（月）・27日（月）・２月３日（月）・10日（月）
　　　　　（全４日間）

時　間 　	18:30～21:00（各回共通）
講　師 　	コンサルファーム群馬㈱
　　　　　中小企業診断士　須藤　光昭　氏
　　　　　KAISE中小企業診断士事務所
　　　　　中小企業診断士　皆瀬　勇太　氏

会　場 　	前橋商工会議所	３階　アイビー
受講料 　	無料
定　員 　	20名（申込は先着順、前橋市内で創業される方を優

先いたします。）
主　催 　	前橋商工会議所　前橋市

お申込み・お問合せ
当所経営支援部　Tel.	027-234-5115

令和６年度創業スクール開催
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　源泉所得税納付等についての無料相談会を次のとおり開催い
たします。お気軽にお申し込みください。

個人青色申告者のための
記帳相談会のお知らせ

日　時 　令和7年1月9日（木）9:00～16:00
会　場 　前橋商工会議所	3階	バンブー

相談方法　	関東信越税理士会前橋支部所属税理士による個別指導
対 象 者 　個人事業者で青色申告をしている方
　　　　　※	青色申告会にご加入の方、すでに税理士関与とな

っている方はご遠慮ください。
申込方法　	事前にお電話でご希望の時間（9:00より20分毎）をお

申し込みください。
　　　　　	なお、申込人数の関係でご希望の時間に添えない場

合もありますのでご了承ください。
注 意 点 　	事前にご持参いただく関係書類がありますので、お

申込みの際に担当までご確認いただくか、当所HPを
ご確認ください。

お問合せ　前橋商工会議所	経営支援部	Tel.	027-234-5115

　前橋発明協会・前橋商工会議所主催により、毎月１回、「無料
発明相談」を開催します。専門家の相談員が知的財産に関わる
さまざまな事例について個別相談を行います。

開 催 日 　下記「開催予定表」のとおり
開催時間　13:00	～	16:00
　　　　　	※１事業所あたり１時間目安
　　　　　	※完全事前予約制。予約は開催日の２日前まで
アドバイザー　羽鳥国際特許商標事務所　弁理士　羽鳥　慎也	氏
お申込み・お問合せ
前橋商工会議所　産業政策部
Tel.	027-234-5100

知財・商標・特許に関すること、
どんどんご相談ください！
～無料発明相談のご案内～

月日 月日
12月18日（水） 	２月19日（水）
	１月15日（水） 	３月19日（水）

令和６年度　開催予定表

令和６年度12月に申請できる主な前橋市の補助金情報 令和６年12月１日現在

補助金名 主な内容 申請時期 HP

経営計画実行補助金 売上向上・販路開拓を目指した経営の見直しを前橋商工会議所がサポー
ト。その経営計画実行費用の一部を補助

予算上限額
到達まで

省エネ診断推進補助金 市内事業者の脱炭素化社会への取り組みを支援するために、一般財団法人省
エネルギーセンターの「省エネ最適化診断」等を受けた場合の受診料を補助

予算上限額
到達まで

人財スキルアップ補助金 中小企業が行う従業員の人材育成に要する費用の一部を補助します。 令和７年
１/６～31

事業用ゼロカーボン推進補
助事業

ゼロカーボンシティの実現に向けて、市内事業者の脱炭素化の取組を促進す
るため、対象設備の導入に要する経費を補助

令和７年
２/28まで

買い物利便性向上支援事業
補助金

市街化区域外のエリアにおいて、地域の生活を継続的に支えている事業者を
対象に、店舗の改修工事費や備品購入費の一部を補助

予算上限額
到達まで

市街化区域店舗支援事業補
助金

市街化区域内のエリアにおいて、地域の生活を継続的に支えている事業者を
対象に、店舗の改修工事費や備品購入費の一部を補助

まちなか既存店支援補助金 まちなかで店舗やオフィスを営業している事業者を対象に、販路拡大や事業
継続、事業承継にかかる経費の一部を補助

　12月に申請できる主な前橋市の補助金情報を紹介します。対象要件、補助金額、対象事業など最新情報を各HPで確認のうえ、ご
検討ください。

お問合せ　経営支援部　Tel.	027-234-5115今回ご紹介した補助制度以外にも活用できる制度はあります。商工会議所までお問い合わせください。

https://www.fmgunma.com

ＦＭ ＧＵＮＭＡアナウンスセミナー

月 2 回、6 か月で身につけるビジネスコミュ
ニケーション・スキル。
毎週通うのは…、平日はどうしても仕事が…、
専門性も大事だけれどまずは入り口から学び
たい…という方々におすすめです。

児童文学から純文学まで様々なジャンルの文学
作品を対象に、月 2 回 全 6 回完結でひとつの
作品に取り組みます。
様々な作家の表現力豊かな文章を、声に出して
読んでみましょう。

朗読講座

第2・第4土曜 16：00～17：30 第2・第4土曜 10：30～12：00

ビズコミュ・マスター講座

027-230-1915
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令和７年度 
障害者雇用納付金制度 事務説明会

企業が取り組む地域貢献活動の
相談窓口を開設しました！

　障害者雇用納付金等申告・申請に係る説明会を開催しますの
で、ご参加ください。

　前橋市社会福祉協議会では、誰もが安心して暮らせる福祉の
町づくりを目指すため、企業（店舗）の「やりたい」想いと地域
の「足りない」部分をつなげる相談窓口を開設いたしました。
　企業の皆さまの「得意としていること・できること」で、一
緒に地域貢献活動をしませんか。
　また、複数の企業と前橋市社協が協働で地域の福祉に貢献す
る活動を検討する場（協議体・ネットワーク）の構築を目指して
います。企業同士の横の連携を図ることで、できることの幅が
広がります。ぜひ一緒に活動しませんか。お気軽にご連絡くだ
さい。

お問合せ
前橋市社会福祉協議会	地域福祉係
Tel.	027-237-1142
Mail　chiiki@mae-shakyo.or.jp

日　程 　
〈納付金・調整金〉　
　令和７年２月	６日（木）（前橋①）
　令和７年２月12日（水）（前橋②）
　令和７年２月27日（木）（前橋②）
　令和７年３月	６日（木）（高崎）
　〈開催時間／対象者〉	10:00～12:00／申告申請経験者
　　　　　　　　　　　13:30～16:00／初めての担当者

〈報奨金〉
　令和７年３月５日（水）（前橋①）10:00～12:00

会　場
前橋①：群馬障害者職業センター	会議室（ハローワーク前橋	３階）
前橋②：群馬県ＪＡビル	10階　第２会議室
高崎　：ポリテクセンター群馬	３階　308
お申込み・お問合せ
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構　群馬支部
高齢・障害者業務課　Tel.	027-287-1511

お問合せ　日本年金機構　前橋年金事務所
　　　　　Tel.	027-231-1719
　　　　　音声案内「3」に続いて「2」を選択

電子申請を利用する主なメリット
◎	いつでもどこでも申請可能：24時間365日オンラインで申
請できます。
◎	コスト削減：来所や郵送による交通費や郵送費の削減ができます。
◎	処理が速く正確：申請データをそのまま取込み処理するため
正確に速く処理されます。
◎	申請時のチェック・データ管理が簡単：処理状況や結果通知
をPCで確認できます。
　	また、オンライン事業所年金情報サービスに登録していただく
と「社会保険料額情報」「保険料納入告知額　領収済額通知書」
「被保険者データ」をオンラインで受け取ることができます。

利用方法等の詳細は、日本年金機構のホームページ
をご覧ください

事業主の皆様へ
　社会保険の手続きは
 電子申請をご利用ください

公式HP

　前橋商工会議所では、東京商工会議所主催のオンライン研修
講座と連携しております。同研修講座はどなたでも受講できま
すが、会員価格で受講できるのは東京商工会議所会員に限定さ
れています。当所では東京商工会議所と連携しておりますので、
前橋商工会議所会員の皆様も会員価格にて受講いただくことが
できます。豊富な研修講座の中からお選びいただくことができ、
WEB環境があればどこからでもご利用いただけますので、是非
ご活用ください。詳細は下記HPにてご確認ください。

東京商工会議所との連携による
オンライン研修講座のご案内

【当所会員特典有】

お問合せ　前橋商工会議所
　　　　　経営支援部
　　　　　Tel.	027-234-5115

ＨＰはこちら

地 下 水・温 泉 開 発・地質調査・水中ポンプ地 下 水・温 泉 開 発・地質調査・水中ポンプ

田 中 鑿 泉 重 工 ㈱田 中 鑿 泉 重 工 ㈱
さ く  せ ん

本社　〒371-0014　前橋市朝日町３-32-11
　　　TEL(027)224-1841 FAX(027)221-5338
　　　E-mail tanakasakusen@arion.ocn.ne.jp

本社　〒371-0014　前橋市朝日町３-32-11
　　　TEL(027)224-1841 FAX(027)221-5338
　　　E-mail tanakasakusen@arion.ocn.ne.jp
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前橋市からのお知らせ

「前橋で学ぶ全ての人のために 」
　前橋市の教育のためにいただいた寄附を、前橋市教育振興基金として積み立て、各種教育事業に活
用させていただいています。皆様のご支援とご協力をお願いいたします。

前橋市教育振興基金への寄附をお願いします

⃝お申込み
　「前橋市教育振興基金」は、個人、団体、企業の皆様からの寄附によって支えられる基金です。市HPから「寄
附申込書（現金）」をダウンロードしていただき、必要事項をご記入の上、教育委員会事務局総務課まで、郵送、
FAX、E-mailにて申し込みください。

⃝遺贈による寄付制度について
　大切な財産を前橋の未来のために。遺言書において遺贈先に「前橋市教育委員会 」をご指定いただくこと
で、本市の教育活動に有効活用させていただくことができます。（注：土地、建物等の不動産はお受けできま
せん。）ご遺贈いただいた寄附金は相続税の非課税財産になります。なお、本市教育委員会では群馬銀行及び
東和銀行と遺贈寄附・相続寄附に関する協定を締結しています。※遺言書の作成などの手続きについては、
弁護士、司法書士、金融機関などの専門家にご相談ください。

HPはこちら

お問合せ：教育委員会事務局総務課　総務係　Tel. 027-898-5802

臨江閣の魅力の充実 
（臨江閣の門扉作成等）

〈平成27年度～平成29年度〉

市内小、中、特支学校における楽器の充実
（楽器の購入・修繕）

〈平成25年度～平成27年度〉

校内ＬＡＮの無線化
（小、中、特支学校）

〈平成27年度～令和3年度〉

貸出用絵本の充実
（貸出用絵本セットを購入）
〈平成24年度～平成27年度〉

　昨年12月にスタートした電子地域通貨「めぶくPay」が、マイナンバーカードでの登録に加え
て、新たにメールアドレスだけで簡単に登録できるようになりました。
　３％のポイント還元も継続中です。さらに12月９日からは歳末20％還元キャンペーンも始ま
りますので、この機会に登録を済ませて、おトクにお買い物を楽しみましょう。

　市街化店舗支援事業補助金は、まちなかを除く市街化区域のエリアで小売業、飲食サービス業、生活関連サービ
ス業を営む方の事業継続を支援するための補助金です。現在、引き続き募集中ですのでご検討ください。

めぶくPay　簡単、便利にメールアドレスでも登録できるように

前橋市市街化店舗支援事業補助金のご案内

⃝問合せ先　めぶくグラウンド事務局コールセンター（平日９:00～17:00）
　　　　　　Tel. 050-8890-9406

⃝こんな方におすすめ！
　・店舗のリニューアルや内装工事を検討中の方
　・デジタル機器（パソコン等 ）を導入したい方
⃝補助内容
　・改装費や備品購入費の１/２補助（※小規模事業者は２/３）、上限15万円
　・デジタル機器（パソコン等 ）購入費は１/２補助、上限５万円

めぶくPay
ご登録・公式HPはこちら

お問合せ：にぎわい商業課　商業振興係　Tel. 027-210-2188

詳細はこちら
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MAEBASHI CITY

お問合せ：前橋文学館　Tel. 027-235-8011

　詩人・平井晩村（1884～1919年）の生誕140年を記念し、前橋文学館では「平井晩村生誕140年記念展　孤独と神
聖のブリコラージュ」を開催中です。来年１月12日（土）まで、前期と後期に分けて晩村の足跡を辿ります。後期「ヒー
ローズ・ジャーニー」（10月26日～１月12日）では、晩村の小説に頻出する、冷遇された子どもが困難を乗り越える
という、いわゆる「ヒーローズ・ジャーニー」の形式にスポットを当て、晩村の幅広い文学活動を紹介しています。
　なお、期間中は関連イベントもありますので是非、ご来館ください。

平井晩村生誕140年記念展「孤独と神聖のブリコラージュ」

⃝会　　期　後期　令和６年10月26日（土）～令和７年１月12日（日）
⃝会　　場　〒371−0022　前橋市千代田町三丁目12−10
　　　　　　前橋文学館３階オープンギャラリー
⃝観　覧　料　無料
⃝イベント　「 劇団ザ・マルク・シアターによる平井晩村を題材とした

リーディングシアター」
　　　　　　　日　　時　１月12日（日 ） 11時～、14時～
　　　　　　　会　　場　前橋文学館３階ホール
　　　　　　　対　　象　先着80人
　　　　　　　お申込み　11月30日（土 ）午前９時より
　　　　　　　※参加無料。お申込みは前橋文学館　Tel. 027-235-8011へ

お問合せ：障害福祉課　基幹相談支援センター　Tel. 027-220-5714

　令和６年４月１日に「改正障害者差別解消法」が施行され、事業者にも合理的配慮の提供が義務化されました。

令和６年４月１日から合理的配慮の提供が義務化されました

■合理的配慮の提供とは　
　事業者や行政機関等に、障害のある人か
ら、社会の中にある障壁を取り除くために何
らかの対応を求められたとき、負担が重すぎ
ない範囲で対応を行うこととしています。

社会的障壁を取り除くための申し出

建設的対話：障害のある人と事業者が
話し合って、共に対応策を検討

合理的配慮の提供

行政機関等 事業者

不当な差別的
取り扱い 禁 止 禁 止

合理的配慮
の提供 義 務 努力義務

➡義務

不当な差別的取り扱い

障害のある人に対して、正当な理由なく、障害を理由として商
品やサービスの提供を拒否したり、条件をつけたりすること。

◆ 不当な差別的取り扱いの具体例　
・車椅子を利用していることを理由に、入店を断る
・盲導犬等の補助犬を連れていることを理由に、入店を断る
・介助者が一緒にいないことを理由に、サービスを提供しない
・障害があることを理由に、アパート等の部屋を貸さない　等

合理的配慮の提供

◆ 合理的配慮の提供例　
・視覚障害のある人に、店員がメニューを読み上げる
・聴覚障害のある人に、筆談で対応する
・車椅子を利用している人に、陳列棚の高いところにある商品

を店員が取って渡す
・半身麻痺のある人に、滑りにくい素材のマットがあったので、

それを敷いて皿が動かないようにする
・ドアを一人で出入りするのが難しい人に、出入口に着いたと

ころで電話をかけてもらい、店員がドアの開閉を行う　等

◎  負担が過重と判断した時も、理由を説明し、別の方法を提案
するなど、建設的な対話によって相互理解を深めましょう。
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まえばし☆みんなのえいがさい　～インクルーシブシネマフェス2024～

市内のイベントや
最新のニュースを紹介トピックス

前橋市障害福祉課　渡辺さん　私のおすすめの映画「梅切らぬバカ」
　障がいとの向き合い方だけでなく、人との向き合い方を考える機会になる映画です。自閉症
の息子と二人暮らしの母は、自身の年齢や周囲との関係から二人の暮らしの限界を感じ息子を
グループホームに預けることを決意します。親子の愛情が丁寧に描かれていて、「あなたがいて
くれて、母さんは幸せだよ」主人公のこの言葉に、観終えた後には、温かい気持ちになります。
ぜひ、シネマハウスでご覧ください！

　 みんなが映画を楽しむことができる２週間！
　障害者週間（12/３～12/９）に合わせて、前橋シネマハウスで、まえばし☆みんなのえい
がさい～インクルーシブシネマフェス2024～を開催します。
　障がいがある人も、ない人も、みんなのための“えいがさい”をつくりました。一緒に笑って、
泣いて、みんなが楽しめる映画祭です。障がいについて知ってもらえるような映画や、みている
だけでわくわくするような映画がたくさんあります。映画祭の期間中だけの特別な飾りつけや、
おいしい軽食もあります。いつもはちょっと映画館に行きにくい人も安心できるように、字幕
や、音声ガイドもご用意して、みなさんが来るのを前橋のまちなかで待っています。
　 場所、チケット等について
場　　所：前橋シネマハウス
　　　　　前橋市千代田町５-１-16　アーツ前橋上３階
期　　間：12/７(土)から12/20(金)
　　　　　※毎週火曜日は休館日です
チケット：前売り券　　￥1,000
　　　　　当日一般　　￥1,300
　　　　　高校生以下　￥800
　　　　　３歳未満　　￥無料
前売り券販売場所：前橋シネマハウス
　　　　　　　　　SHOP CAFE Qu(道の駅まえばし赤城内)
　　　　　　　　　前橋福祉ショップ「みんなの店 」(前橋市総合福祉会館内)
　　　　　　　　　前橋市役所売店(地下１階)

　 「まえばし☆シネマスタンド 」について
　映画をみる前やみた後に飲み物や食べ物はいかがですか。
　12/13(金)、14(土)、15(日)はレモネードスタンド 　12/７(土)、18(水)、19(木)、20(金)はクッキー や
パン などの食べて飲んで楽しめるものもご用意しております。福祉事業所のみなさんが手伝ってくださります。

　 トークイベント、舞台挨拶
　期間中にトークイベント、舞台挨拶（手話通訳あり）が計３回行われます。
　トークイベント、舞台挨拶は、映画の開始前、もしくは終了後にあります。上映作品によって異なりますので、
ご注意ください。

　 期間中は前橋シネマハウス以外にも注目!!
　前橋シネマハウスの１階にあるROBSON COFFEEアーツ前橋店の壁面にインクルーシブアートを飾ります。
ぜひこちらにもお立ち寄りください。

お問合せ：（事務局 ）前橋市障害福祉課　Tel. 027-220-5711・5712
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HOME ALSOK みまもりサポート 離れてお住いのご両親に安心を

緊急時のかけつけ

ボタンを押したときにかけつけます

ライフリズム監視

一定時間センサー反応がないとかけつけます

日常の健康相談

相談ボタンを押すと健康相談を受けられます

契約形態 月額料金 工事費 機器費

お買上げ 2,200 円 18,645 円 72,820 円

レンタル 3,432 円 18,645 円 -
ゼロスタート 3,751 円 - -

《料金表》 （税込）

※センサー数の増減により金額の変動がございます

ALSOK 群馬株式会社営業部
〒371-0854 前橋市大渡町 2-1-5
TEL027-252-5454
FAX027-251-8388

焼肉乃上州

〒371-0031 前橋市下小出町３丁目27　TEL.027-233-4129 https://josyu.co.jp

七面鶏丸焼き予約受付中！
１羽

（税込）
9,720円

事業資金・経営課題 の 解決 に関することは

お気軽にご相談ください

本部・営業部　℡０２７－２３１－８８１６

群馬県信用保証協会

群馬県信用保証協会 検 索
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アラビアータ　1,000円
イタリアンソーダ

（ブルーキュラソー）　650円

３種のモッツアレラ
のマルゲリータ
2,000円

2
MENU

1
MENU

余計な具材を使わずシン
プルにトマトの旨味を感
じる一品。ジワジワと広
がる辛味が食欲をそそる。

３種類のモッツアレラを贅沢に使い、トマ
トソースは本格的なナポリピッツァを作る
ために開発。生地は長時間熟成させ、噛め
ば噛むほど小麦の美味しさが感じられる。

生ハムのリングイーネ・ペスト
ジェノベーゼ　1,280円
イタリアンソーダ（ピーチ）　650円

1
MENU

オリーブオイルの良い香りが食欲をそそる。平たい麺が
ペストジェノベーゼと良く絡み、生ハムのほどよい塩気
が感じられる。

 前橋市朝倉町８−２
 027-265-5571
 11:30〜15:00、18:00〜00:00

　 ※時期によって変動する場合あり
 不定休

店舗情報

PIZZERIA PESCA!前橋駅店
小野里工業㈱
小野里社長の
おすすめ！

ジュスティーツィア ラ カーサ ディ コケ

 前橋市表町二丁目29-16
　 JR前橋駅南口併設

 027-226-6777
 11:30〜22:00

　 ランチタイム　11：30〜14：00
 月曜日+不定休（SNSで毎月告知）、年末年始
 https://maebashi-st.pesca.pizza/

店舗情報
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番貞鋼材㈱
番場社長の
おすすめ！

ピッツェリア　ペスカ　まえばしえきてん

料理に合わせてイタリアンソーダ（フルー
ツフレーバーの炭酸割り）もおすすめ

赤城牛のグリル
3,080円2

MENU

鳥山畜産の赤城牛を使用し、う
まみのもとであるアミノ酸を多
く含んだ赤身を香ばしくグリル
した逸品。バルサミコソース、
レモンなどお好みでどうぞ。

自社工場で生産しているドレッ
シングもたくさんのお客さんから
ご好評をいただいております！

※料金は税込です。なお、掲載情報は取材時点の情報です。

こっそり教える

グルメ
前 橋

PickUp!

社長　おすすめの

 住所　  電話番号　  営業時間　  定休日　  ホームページ 
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　当社は主に前橋を中心に県内外へ出張写真撮影しておりま
す。対応ジャンルは子供・家族、753、成人式、プロフィー
ル写真、イベント、料理、観光同行などご要望に応じて、コミュ
ニケーションを図りながら撮影いたします。お客様もチーム
の一員、一緒に1つ
の作品を作り上げる
という考えで全力を
尽くします！その他、
PV/PR動画制作、バ
ナー制作、実店舗向
けのSNS活用アドバ
イスなども行なって
いますので、お気軽
にご相談ご用命くだ
さい。

　前橋駅南口から歩いて
３分、本格焼肉が味わえ
る韓国料理専門店です。
提供する肉はすべて国産
の黒毛和牛。前橋では唯
一の無煙カーボンロース
ターを使用しているため、
ランチタイムでも安心し

てお越しいただけます。ランチでは焼肉、丼、冷麺のセット
を提供。セットにはライス、スープとサラダ、キムチ、韓国
のりなどの小鉢が付きます。店内はカウンター７席とテーブ
ル席が３つ、１人焼肉、女子会、会社の飲み会など、様々なシー
ンに合わせたメニューをご用意しております。貸し切りにも
対応しておりますので、詳しくは店舗までご相談ください。
（ランチタイム1,200円～）

住　所 	前橋市南町３-37-９

定休日 	木曜日

営業時間	11:00～15:00（ラストオーダー14:30）

　　　　	17:30～22:30（ラストオーダー22:00）

T	E	L 	027-289-2958

F	A	X 	027-289-2958

e-mail 	sdseiichi0124@gmail.com

H	P 	Instagram:	@koreanfood_yakiniku_ran

住　所 	前橋市荒口町687-１

定休日 	土・日・祝祭日（定休日のご依頼は相談可能）

営業時間	８:00～17:00

T	E	L 	080-1148-0382

e-mail 	info@storia-felice.com

H	P 	https://storia-felice.com/

コミュニケーションを大事に地域密着で撮影無煙ロースターで本格焼肉！

サービス部会　№ 93404飲食観光部会　№ 93423

ストーリア・フェリーチェ韓国料理/焼肉RAN

会員ひろば
ーあなたの会社や商品を紹介しませんか？ー

新会員のご紹介
事業所名 所属部会

手洗い洗車LUCE 交通運輸部会

中央ホームセンター（株） 理財部会

Sorriso 飲食観光部会

Navy サービス部会

フルーツサンド纏　前橋店 小売商業部会

事業所名 所属部会

（株）G3 情報メディア部会

ユリモアーキテクト（株） 建設部会

からだラボ	ボルテックス 専門・文化部会

Re.Lien 交通運輸部会

坂田設備 建設部会

「会員ひろば」では、会員の皆様を毎月ご紹介しております。
貴社の商品や各種サービスについて自由にPRできますので、ぜひご活用ください。

～「会員ひろば」にて会社をPRしてみませんか～　
お申し込みは
　WEBから➡

掲載
無料‼
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GUNMA

TOCHIGI

IBARAKI

月12 
北関東自動車道で前橋市から宇都宮市へは1時間30分、水戸市へは２時間30分で
ひとっ飛び！絶景やグルメ、体験など北関東ならではの魅力がたくさんあります！
急に思い立ったお出かけや旅行など気軽に楽しみませんか？
本コーナーでは、水戸と宇都宮の商工会議所から、それぞれの地域情報をお届けします。

キタ カ ン だよ り

宇都宮市

　令和６年も最後のひと月となりました。何かと気ぜわしい12月はイベントの多い月

でもあります。忘年会にクリスマス、年越しの準備、そして今年は例年より長い年末年

始の休暇が待っています。クリスマスケーキの予約にお子さんへのプレゼントの準備、

おせち料理の手配や年末年始休暇を利用した旅行を検討されているご家庭もあろうか

と思います。どうか一年の締めくくりを楽しく有意義にお過ごしください。

　さて、近頃「体験格差」という言葉を耳にします。さまざまな理由から学校外での体験

活動に格差が生じ、自尊感情や外向性、価値観の形成といった子どもの成長過程で大切

な要素に影響が生じるというものですが、こうした社会的課題に寄り添うような取り組

みが増えてきました。当所も後援して先月開催された「まちなか絵本パラダイス」や「こ

ども食堂フェスタ」では、コンサートやキャラクターショーなどのイベントも行われ、た

くさんの子供たちが楽しい時間を過ごしていました。子どもたちの笑顔のためにご支

援・ご尽力いただいた当所会員企業をはじめ、多くの皆様に感謝申し上げます。	（稲田）
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「糸都」について皆様の声を
お寄せください。こちらから➡

　栃木県庁15階展望ロビーから望む夜景は、北側は八幡山公園に立つ宇都宮タワーとその先に広がる住宅光、南側は宇都宮駅
周辺の市街地が主な夜景となっており、360度、見る方角によって違った印象を受ける夜景です。
　この夜景は地方都市の原夜景の見事さが評価・支持され、日本夜景遺産
へ昨年、認定されました。
　最適なダウンライト照明のもと、ベンチなどに座りながらゆったりと鑑
賞ができますので、ぜひお越しください。

日本夜景遺産に認定！　栃木県庁から見る夜景

▲見られる夜景の一部

◆日本夜景遺産　栃木県庁15階展望ロビー
住　所 　〒320-8501栃木県宇都宮市塙田１-１-20
　　　　　栃木県庁15階展望ロビー
営業時間　平日８:30～21:00／土日祝10:00～21:00
料　金 　無料

「日本夜景遺産」　
認定地紹介ページ▶︎

一般社団法人水戸観光
コンベンション協会
Tel.	029-224-0441

お問合せ

▲磯節全国大会
　ホームページ

栃木県広報課 県民プラザ室
Tel.	028-623-3757

お問合せ

◎予選会
日　時 　令和７年２月７日（金）・８日（土）
　　　　　午前9時開場、午前９時30分開演

入場料 　無料

◎決戦会
日　時 　令和７年２月９日（日）
　　　　　午前９時開場，午前10時開演

入場料 　前売2,000円／当日2,500円　全席自由席

※詳細は磯節全国大会ホームページをご覧ください。

水戸市
第46回磯節全国大会を開催します！
　日本三大民謡の一つである茨城の「磯節」における日本一を決定します。
　決戦会では、歴代優勝者や地元の子どもたちによる磯節披露など、様々な
アトラクションも予定しています。ぜひお越しください！

会　場 　ザ・ヒロサワ・シティ会館　大ホール

吉田　昌紀子
アニメ「ましろのおと」
澤村梅子歌唱シーンを担当

【決戦会特別ゲスト】
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コーヒーサンド
12月～　

果実工房ありさかにて発売予定

　新商品　

モンブランタルト (5 号 )
2,000 円 ( 税込 )

ミックスタルト (5 号 )
1,800 円 ( 税込 )2,000 円 ( 税込 )

イチゴタルト (5 号 )

大和屋珈琲と果実工房ありさか
コラボ商品

×

　クリスマス商品　

果実工房ありさかは、群馬県産果物をはじめとする厳選した素材をたっぷりと使用した
フルーツデザートのお店です。

目利きが選んだ、みずみずしいフルーツをお楽しみください。
誰かに食べてほしい、みんなに見てほしい。

そんな魅力的な創作でデザートを販売しています。

クリスマスタルトご予約承り中
ご予約は店頭またはお電話にて　(TEL ： 027-386-4382)　12/20 まで
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源泉かけ流し、あたたまりの天然温泉

 大浴場から露天風呂まで100％かけ流しの天然温泉

 露天風呂、館内大浴場、サウナ、スチームサウナ完備

 美容と健康に良いヒーリング岩盤浴が楽しめる

 JR前橋駅から徒歩２分の便利な立地

 食事のみでも入館できるレストラン「けやき」

 駐車場完備

〒 371-0024 前橋市表町 2-10-31　phone.027-224-0111　fax.027-224-0110　URL https://www.yuyuspa.com

※	記載価格は全て税込です。

お得な回数券セット販売お得な回数券セット販売
10枚綴り券×3枚セット（30回分）

通常価格27,000円のところ

24,000円で販売します。
期 間

■ご利用時間

朝10時～ 10時夜 入浴受付
夜9時30分終了

50

前橋ホテル
至県庁

アクエル前橋

前橋駅

P

北口

■案内図

大駐車場有

至赤城

至桐生
至高崎

1,400円パックの日
平日1,400円

入 館 料

限定食事12/5木・19木

12/1日・20金

ＳＮＳ半額祭　 12/18㈬
ＳＮＳをフォローしてくれた方限定、画面提示で半額料金
入館料半額425円＋入湯税50円 合計475円 現金のみ有効

レディースデー
12/4㈬ 11㈬

メンズデー
12/10㈫ 17㈫

シルバーデー
12/24㈫
入館時くじ引きで粗品プレゼント

ライス大盛無料の日
12/8㈰ 15㈰ 22㈰
定食及びライスセットをご注
文の方
ライス大盛り無料

こども食堂の日  12/14㈯
保護者同伴の小学生以下のお
子様に限り限定ランチ無料
11：30～14：00

生ビール祭 
12/6㈮ 13㈮ 20㈮
入館料＋生ビール＋枝豆を
セットで1,400円
通常価格より350円お得です

風呂の日  12/26㈫
入館時くじ引きで当たりがで
たら入浴券プレゼント！

ソフトクリームの日 
12/7㈯ 12㈭ 21㈯
バニラソフトクリーム100円割引

岩盤浴の日  12/9㈪ 23㈪
平日入浴料＋岩盤浴50分＝
1,400円（税込） 400円もお得!

12/26（木）～1/2（木）

レストランにて年越しそば販売、年末温かいスープ無料、
福袋販売、甘酒、みかん無料等

※12/28（土）～1/5（日）は特定日料金となります。

年末年始
サービス

年末年始も休まず
営業いたします!

12月のお得なカレンダー12月のお得な情報


